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概要 

本ドキュメントでは、NetApp ONTAP ® データ管理ソフトウェアを実行するシステムにおけ

る NetApp ® MetroCluster FC ソフトウェアの技術情報を提供します。 

 

<<本レポートは機械翻訳による参考訳です。公式な内容はオリジナルである英語版をご確認ください。>> 
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NetApp MetroClusterの概要 

NetApp MetroClusterソフトウェアは、地理的に分散したデータセンターのミッションクリティカルなア

プリケーションに対し、継続的なデータ可用性を実現します。MetroCluster の継続的可用性およびディ

ザスタリカバリソフトウェアは、ONTAP データ管理ソフトウェア上で動作します。NetApp 

MetroClusterの構成は、世界中の数千社の企業で、高可用性（HA）、データ損失ゼロ、データセンター

内外のノンストップ オペレーションに使用されます。 

本テクニカルレポートでは、FC を使用する MetroCluster と ONTAP 9、特にファブリック接続型の 

MetroCluster およびストレッチ MetroCluster 環境に焦点を当てて説明します。特に記載がないかぎ

り、本ドキュメントの「 MetroCluster 」という用語は、ONTAP 9.0 以降の FC を使用する 

MetroCluster を指します。 

本ドキュメントでは、ONTAP のアーキテクチャと機能について十分に理解していることを前提と

しています。ONTAP ドキュメントセンターは最初の段階として適切です。NetApp Field Portal に

は、ONTAP の特定の機能に関する詳細情報を確認するのに役立つテクニカルレポートが多数用意

されています。 

 

機能 

今日のエンタープライズ環境では、IT部門はコスト効率と運用効率を維持しながら、さらに高いサービ

スレベルを実現することが求められています。データ量が爆発的に増加し、アプリケーションが統合さ

れて共有仮想インフラへと移行される中、ミッションクリティカルなアプリケーションをはじめとす

る、ビジネス アプリケーションの可用性を継続的に維持することはもはや必要不可欠となっています。

データとアプリケーションを統合することで、ストレージインフラ自体が重要な資産となります。企業

によっては、「ミッションクリティカル」の指定を保証するアプリケーションが 1 つもない場合もあり

ます。しかし、すべての企業では、ストレージインフラストラクチャが短期間でも失われることは、企

業の収益や評判に大きな悪影響を及ぼします。 

MetroClusterはストレージ インフラの可用性を維持し、次のような重要なメリットをもたらします。 

• 障害からの透過的なリカバリ： 

− ONTAPストレージ ソフトウェアがデータセンター内のノンストップ オペレーションを実現コ

ンポーネントやノード、ネットワークの障害時にも停止することなく、計画的なハードウェア

およびソフトウェアのアップグレードも可能です。 

− MetroClusterを使用すると、ビジネス継続性および継続的可用性が、1つのデータセンター内に

とどまらず、第2のデータセンターまで拡大されます。MetroCluster構成は、自動テイクオーバ

ー（ローカルでの高可用性）と手動スイッチオーバー（データセンターからデータセンター）

を実現します。 

• アレイベースのクラスタリングと同期ミラーリングを組み合わせて、データ損失ゼロを実現： 

− データ損失の最大許容量であるRecovery Point Objective（RPO;目標復旧時点）ゼロを実現しま

す。 

− 計画的なスイッチオーバーおよびスイッチバックに関して、120秒以下のRecovery Time 

Objective（RTO;目標復旧時間）を実現します。RTOは、他のデータセンターへのスイッチオ

ーバー後にストレージおよび関連データを正しい運用状態で使用可能にするまでに必要な最

大許容時間です。 

• 管理オーバーヘッドを軽減： 

− 初期セットアップ後に発生した一方のクラスタでの変更は、2つ目のクラスタに自動的にレプ

リケートされます。 

− 継続的な管理には、NetApp ONTAP® System Managerおよび Active IQ ® Unified Manager 

を使用し、ONTAP 環境とほぼ同じです。 

http://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
http://docs.netapp.com/ontap-9/index.jsp
http://fieldportal.netapp.com/
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− アプリケーション、ホスト、およびクライアントに必要な変更はゼロ（または最小限）です。

MetroClusterは、あらゆるフロントエンド アプリケーション環境に対して透過的、依存しない

ように設計されています。スイッチオーバーの前後で接続パスが同じであるため、ほとんどの

アプリケーション、ホスト、およびクライアント（NFSおよびSAN）は、ストレージの再接続

や再検出を必要とせずに自動的に再開されます。 

注：SMBアプリケーション（共有の継続的可用性を備えたSMB3を含む）は、スイッチオーバーまた

はスイッチバック後に再接続する必要があります。これはSMBプロトコルの制限事項です。 

• ONTAP のフル機能を補完する機能： 

− MetroClusterは、幅広いSANおよびNASのクライアント / ホスト プロトコルに対してマルチ

プロトコル サポートを提供します。 

− テクノロジの更新、容量、およびパフォーマンス管理の処理を無停止で行うことができます。 

− Quality of Service（QoS;サービス品質）を実装して重要度の低いワークロードのパフォーマンスを

制限できます。 

− データの重複排除および圧縮が、SANとNASの両方の環境で機能します。 

− データの管理およびレプリケーションがエンタープライズ アプリケーションと統合されます。 

• コストの削減： 

− MetroClusterは、簡単に管理できるアーキテクチャにより、導入コストおよび所有コストを削減

します。MetroCluster の機能は ONTAP に直接統合されており、追加のライセンスは不要です。 

• ディザスタ リカバリの簡易化 

− サイト全体が失われた場合に、1つのコマンドで数分以内にディザスタ リカバリ サイトに

サービスを移行できます。複雑なフェイルオーバー スクリプトや手順は必要ありません。 

 

ONTAP 9 の MetroCluster の新機能 

この機能リストには MetroCluster 9.0 から 9.7 が含まれており、最新リリースでは以前に導入されたす

べての機能がサポートされます。 

ONTAP 9.8 には次の機能が含まれています。 

• コントローラの無停止アップグレード（HEAD アップグレード）を実行してください。処

理がシンプルになり、エラーが発生する可能性が低くなります。 

• FC スイッチと ATTO ブリッジを使用する 4 ノードファブリック接続構成から 4 ノード 

MetroCluster IP 構成への無停止の移行 

• ONTAP 9.7新しいプラットフォームとして、AFF A400、FAS8300、NetApp FlexCache ® のサポートが

追加されました。 

• ONTAP 9.6ATTO 7600N ブリッジ、NetApp FlexGroup のサポート、ブリッジのインバンド監視 

• ONTAP 9.5：MetroCluster をソースとする SVM-DR 

• ONTAP 9.4ONTAP からの ATTO 7500 ブリッジファームウェアの更新機能、MetroCluster IP 向

けの追加プラットフォームと機能。 

• ONTAP 9.3MetroCluster IP（TR-4689 MetroCluster IP を参照）と MetroCluster Tiebreaker 

の機能拡張が見積もり可能になりました。 

• ONTAP 9.28 ノードの SAN をサポートし、ボリューム数を 500 個に増やすことができます。

5 つのアグリゲートを含む 1、000 個のボリュームが Feature Policy Variance Request

（FPVR）でサポートされています。 

• ONTAP 9.1NetApp AFF および FAS システムの通貨と FC スイッチ間リンク（ISL）の注文処理

ができません。 

• ONTAP 9.08 ノードの MetroCluster NAS とミラーされていないアグリゲート。 

 

https://fieldportal.netapp.com/content/708055
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アーキテクチャおよびサポートされる構成 

このドキュメントで説明するアーキテクチャの詳細は、FC を使用する MetroCluster に固有のもので

す。MetroCluster IP およびその他の MetroCluster 情報の参照先については、次の項で説明します。 

 

ハードウェア構成 

MetroClusterは、各サイトに同一のハードウェアを必要とする、完全冗長構成です。図 1 は、一般的な 

4 ノード構成のコアコンポーネントと接続を示しています。現在サポート されているハードウェアコ

ンポーネントの詳細については、ONTAP 9.5 以前の Interoperability Matrix Tool を参照してください。

ONTAP 9.6 以降 の場合、この情報は Hardware Universe にあります。このセクションでは、ストレッ

チ、ストレッチブリッジ、およびファブリック構成の導入オプションについて説明します。 

注： わかりやすくするため、本ドキュメントのテクニカルダイアグラムでは、HA システムを 2 つ
の異なるコントローラとして示しています。ただし、HA システムは、冗長コンポーネントを
備えた単一シャーシです。 

 

図 1）4 ノード構成の MetroCluster FC 
 

 
MetroCluster ストレッチ構成 

2 ノードのストレッチ直接接続型の構成は、ラック間またはデータセンター内のデータホール間に設置

することを目的としています。ノード間の距離は、マルチモードファイバ上の SAS-3 ケーブルで 100 

m に制限されています。ストレッチ構成では、FC / FC over IP（FCIP）スイッチや SAS-to-FC ブリッ

ジは必要ありません。ストレージへの接続はすべて、光ファイバSAS延長ケーブルまたは光ファイバ 

パッチ パネル ケーブルを使用します。両方のクラスタのすべてのノードがすべてのストレージを認識

できます。2 ノードのストレッチ MetroCluster 構成については、図 2 を参照してください。 

http://mysupport.netapp.com/matrix
https://hwu.netapp.com/
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図 2）2 ノードのストレッチ MetroCluster 構成 

 

 
 

また、ストレッチ MetroCluster 構成に関する次の問題についても考慮する必要があります。 

• 各場所にノードが 1 つ必要です。 

• ストレッチ距離は、ハードウェア、SAS、ディスクシェルフによって異なります。ハードウェアの

適切なプロビジョニングとサポートされる最大距離については、Interoperability Matrix Tool および 

Hardware Universe を参照してください。 

• FAS9000 コントローラと AFF A700 コントローラには、ノードあたり 4 つの Fibre Channel（FC-

VI）ポートが必要で、ノード間には合計 8 つの ISL が必要です。FAS9000と AFF A700 では、

NVRAM と NetApp SyncMirror ® テクノロジを使用する場合、ファブリックごとに少なくとも 6 つ

の ISL が必要です。 

• FC-VI ポート接続の場合、どのプラットフォームでも SMC 直接 / ブリッジの距離は SFP タイプ

によって異なります。正しいケーブルタイプを特定する必要があります。たとえば、8Gb SFP を

使用している場合、OM3 ケーブルは 150m をサポートします。8g 長波（LW）SFP の場合、

500m までサポートされます。FMC の LW SFP はサポートされていません。 

• ストレッチブリッジは、LR/SR SFP 距離の決定方法に基づいています。たとえば、ATTO 

FibreBridge 6500N では 8Gb 短波（SW）SFP のみがサポートされていますが、ATTO 

FibreBridge 7500N では 16Gb SW SFP と LW SFP がサポートされます。ATTO FibreBridge 

7600N は、32GB の短波 SFP と長波 SFP をサポートします。 

SAS 接続の次の例は、使用しているハードウェアと光ファイバによって異なります。サポートされ

る構成については、IMT and Hardware Universe： 

• FAS9000 X92071A mini-SAS HD ポート— mini-SAS HD X66047A/X66048A LC — LC マルチモード 

100 M ケーブル LC — LC X66047A/X66048A Mini-SAS HD ポート（DS212C、DS224C、または 

DS460C シェルフ）。 

• FAS8200 オンボード Mini-SAS HD ポート— Mini-SAS HD X66047A/X66048A LC — LC マルチモ

ード 100 M ケーブル LC — LC X66047A/X66048A Mini-SAS HD ポート（DS212C、DS224C、ま

たは DS460C シェルフ）。 

• X2069-R6 QSFP ポート搭載 FAS8200：QSFP X66014A-R6 LC — LC シングルモード 500m ケーブ

ル LC — LC X66014A-R6 QSPF ß > DS2246、DS4243、DS4246 シェルフの QSFP ポート 

• X2069-R6 QSFP ポートを搭載した FAS80xx、QSFP X66014A-R6 LC — LC シングルモード 500m ケ

ーブル LC — LC X66014A-R6 QSPF：DS2246、DS4243、または DS4246 シェルフの QSFP ポート 

https://hwu.netapp.com/
https://hwu.netapp.com/
https://hwu.netapp.com/
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• FAS80xx オンボード SAS QSFP ポート— QSFP X66014A-R6 LC — LC シングルモード 500m ケーブ

ル LC — LC X66014A-R6 QSPF — DS2246、DS4243、または DS4246 シェルフの QSFP ポート。 

 

MetroCluster のストレッチブリッジ構成 

SAS-to-FC FibreBridge を使用した 2 ノードのストレッチブリッジ接続構成では、SAS の距離よりもス

トレッチのノードへの接続を提供します。この設計により、100 m を超える接続が必要な同じ建物内の

建物間またはフロア上の建物間で MetroCluster FC をより柔軟に導入できます。この構成では、FC スイ

ッチまたは FCIP スイッチは必要ありません。ストレージへの接続はすべてFCケーブルを使用します。

両方のクラスタのすべてのノードがすべてのストレージを認識できます。図 3 は、2 ノードのストレッ

チブリッジ MetroCluster システムの構成を示しています。 

 
 

図 3）2 ノードの MetroCluster ストレッチブリッジ構成 

 

 

 
MetroCluster のストレッチブリッジ構成を検討している場合は、さらに次の点を確認してください。 

• ATTO 6500N を使用したストレッチ構成は最大 270m まで到達できます。 

• ATTO 7500N または 7600N を使用したストレッチ構成は、最大 500m まで到達できます。 

• この設計にはファイバスイッチは必要ありません。 

• FAS9000 コントローラと AFF A700 コントローラでは、ノードごとに FC-VI インターフェイスが 

4 つ必要で、ノード間のファブリックごとに合計 4 つの ISL が必要です。 

 

2ノード ファブリック接続 

4 台の FC スイッチまたは FCIP スイッチ（各サイトに 2 台）を使用する 2 ノードのファブリック接続

構成（図 4）は、FC イニシエータおよび FC-VI 接続を介してノードに接続します。この構成は、SAS-

to-FC ブリッジを介してストレージに接続します。これらの接続により、両方のクラスタにあるすべて

のノードがすべてのストレージを認識できます。FC スイッチを使用している場合、この構成のクラス

タ間の距離は 300 km（185 マイル）です。FC-IP の導入については、「FCIP MetroCluster 

configuration」を参照してください。」 
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図 4）2 ノードの MetroCluster ファブリック接続構成 
 

 

 

4 ノード MetroCluster ファブリック接続構成 

4 ノード構成では、各クラスタに標準の NetApp ONTAP クラスタインターコネクトが含まれています。

通常、構成はスイッチレス接続か、2 つのノード間でスイッチバックツーバック接続です。各サイトに2

つ、計4つのFCスイッチは、FCイニシエータとFC-VI接続の両方を介してノードに接続し、また、SAS-

to-FCブリッジを介してストレージに接続します。これらの接続により、両方のクラスタにあるすべて

のノードがすべてのストレージを認識できます。4 ノードのファブリック接続 MetroCluster システムの

構成については、図 5 を参照してください。 
 

図 5）4 ノードの MetroCluster ファブリック接続構成 
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8 ノード MetroCluster ファブリック接続構成 

8 ノードの MetroCluster 構成では、各サイトで最大 2 つの HA ペアが拡張され、2 つの論理的なディザ

スタリカバリ（DR）グループが作成されます。各 DR グループのハードウェアは同一である必要があり

ますが、ハードウェアは DR サイト間で異なる場合があります。この方法により、1 つの MetroCluster 

クラスタに AFF コントローラと FAS コントローラを混在させる場合の柔軟性が向上します。図 6 を参

照）8 ノードファブリック接続 MetroCluster システムの構成 
 

図 6）8 ノードの MetroCluster ファブリック接続構成 

 

 
 

FCIP MetroCluster構成 

FCIP 構成では、MetroCluster は IP ISL を使用してリモートの MetroCluster クラスタに接続します。こ

の構成 では、各サイトに 2 つずつ、4 つの Cisco MDS 9250i、Brocade 7840、または 7810 FCIP スイ

ッチを使用して、FC イニシエータと FC-VI 接続の両方を介してノードに接続します（図 7 を参照）。

これらのスイッチは、SAS-to-FC ブリッジを介したストレージへの接続にも使用されます。これらの接

続により、両方のクラスタにあるすべてのノードがすべてのストレージを認識できます。FCIP 構成のク

ラスタ間の距離は、200km（125 マイル）です。 
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図 7）ONTAP 9.x での MetroCluster FC IP 設定 

 

FCIP MetroCluster 構成でサポート ONTAPされる最大距離に関する更新については、Interoperability 

Matrix Tool を参照してください。ONTAP 9.6 以降 については、Hardware Universe を参照してくだ

さい。 

表1で、個々のコンポーネントの詳細を説明します。 
 

表 1）必要なハードウェア コンポーネント 
 

コンポーネント 説明 

ONTAP クラスタ × 2： 

• 4ノード：コントローラ×4 

• 2ノード：コントローラ×2 

MetroClusterサイトごとにクラスタが1つずつ配置されています。両

方のクラスタのコントローラは、HAペア（4ノード）内および2つ

のサイト間の両方で、すべて同じFASモデルである必要がありま

す。コントローラごとに、16GBのFC-VIカード（2ポートで、ロー

カル スイッチごとに1つずつの接続）1枚、およびFCイニシエータ

が4つ（8GBまたは16GB：各ローカル スイッチへの接続×2）必要

です。 

FAS コントローラと FlexArray コントローラがサポートされていま

す。 

FCスイッチ×4（サポートさ

れているBrocadeまたは

Ciscoモデル） 

• 2ノードの直接接続または

ブリッジ接続の構成には

不要 

4つのスイッチは、2つの独立したファブリックとして構成され、サ

イト間に専用のISLを配置することで冗長性が確保されます。ISLは

ファブリックごとに最低1つ必要で、ファブリックごとに最大で4つ

のISLを配置してスループットと耐障害性を向上させることができま

す。複数のISLファブリックを設定している場合は、トランキングが

使用されます。 

スイッチはすべてネットアップでサポートされているものを使用し、

ネットアップから購入する必要があります。 

ストレージ スタックごとにFC-to-

SASブリッジ（ATTO 6500Nファ

イバ ブリッジ）×2、ただしスト

レージ アレイ（アレイLUN）が使

用されている場合を除く：2ノード

の直接接続構成には不要 

SAS シェルフはブリッジでローカルの FC スイッチまたは FCIP 

スイッチに接続されます。サポートされているのは SAS シェルフ

のみであるため、SAS から FC へプロトコルをブリッジします。

ファイバ ブリッジは、ネットアップのディスク シェルフを接続す

るためだけに使用され、ストレージ アレイはスイッチに直接接続

します。 

https://hwu.netapp.com/
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コンポーネント 説明 

SASディスク シェルフ：サイトご

とに最低4台を推奨。または同等数

のストレージ アレイ ディスク（ア

レイLUN） 

• 4 ノード：ディスクシェルフ × 

4 

• 2 ノード：ディスクシェルフ × 

2 

ストレージの構成は各サイトで同じにする必要があります。4 ノー

ド構成では、パフォーマンスと容量を確保し、シェルフ単位でディ

スク所有権を割り当てられるように、各サイトにシェルフを少なく

とも 4 台配置することを強く推奨します。2 ノード構成では、各サ

イトにシェルフを 2 台以上配置することを推奨します。各サイトに

シェルフ 2 台（4 ノード構成）またはシェルフ 1 台（2 ノード構

成）の最小構成はサポートされますが、推奨されません。 

 サポートされているストレージ、サポートされているスタックあたり

シェルフ数、およびストレージ タイプの混在ルールについては、

Interoperability Matrix Tool（IMT）を参照してください。 

MetroClusterシステムでは、すべてのノードがすべてのストレージを

認識できる必要があります。ルート アグリゲートを含むすべてのア

グリゲートは、共有ストレージ上に作成する必要があります。 

 

ディスク割り当て 

MetroClusterをインストールする前に、ディスクを適切なプールに割り当てる必要があります。各ノ

ードには、ローカル プール（ノードと同じサイト）とリモート プール（もう一方のサイト）があ

り、アグリゲートのミラー プレックスへのディスク割り当てに使用されます。プールおよびシェルフ

全体にアグリゲート を割り当てる方法の詳細については、「 MetroCluster の初期セットアップ」セ

クションを参照してください。」 

4ノードMetroCluster構成では、4つのノードそれぞれにローカル（pool0）とリモート（pool1）のプー

ルが1つずつ、合計8つのプールがあります（図7を参照）。クラスタAのローカル プールとクラスタBの

リモート プールはサイトAにあります。クラスタBのローカル プールとクラスタAのリモート プールは

サイトBにあります。ディスク所有権は、ノードA1がローカルとリモート両方のプールのすべてのディ

スクを所有し、他のノードに関しても同様になるように割り当てられます。この構成を図 8 に示しま

す。クラスタ A が所有するディスクは青で、クラスタ B が所有するディスクは緑で表示されます。 
 

図 8）MetroCluster 4ノード構成のローカルおよびリモート プールのレイアウト 

 
 

http://support.netapp.com/matrix/mtx/login.do
http://support.netapp.com/matrix/mtx/login.do
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各サイトにシェルフが4台ずつという推奨される最小構成では、各シェルフには1つのプールのディスク

だけが搭載されます。これにより、初期セットアップ時にシェルフ単位でディスク所有権を割り当てる

ことができ、障害が発生したディスクの交換時にも所有権が自動で割り当てられます。シェルフが各プ

ール専用でない場合は、初期セットアップ時および障害ディスクの交換時に、手動によるディスク所有

権の割り当てが必要です。MetroCluster構成全体（両方のサイト）の各シェルフに一意なシェルフIDを

指定することを推奨します。表 2 に、ネットアップが推奨するシェルフの割り当てを示します。 

表 2）推奨されるシェルフID 
 

サイトAのシェルフID 使用状況 サイトBのシェルフID 使用状況 

シェルフ10～19 A1:Pool0 シェルフ20～29 A1:Pool1 

シェルフ30～39 A2:Pool0 シェルフ40～49 A2:Pool1 

シェルフ60～69 B1:Pool1 シェルフ50～59 B1:Pool0 

シェルフ80～89 B2:Pool1 シェルフ70～79 B2:Pool0 

ディスクおよびプールの割り当てを表示するには、以下のコマンドを使用します。ストレージ スタッ

ク1はサイトAにあり、ストレージ スタック2はサイトBにあります。 

 

 
 

disk ownership（ディスク所有権） 

コントローラには、工場出荷時にデフォルトのディスク所有権が割り当てられています。クラスタを作

成する前に、この割り当てを確認し、保守モードで目的のノードとディスクのレイアウトに合わせて調

整し、各ノードに適切な DR パートナーが選択されるようにします。詳細について は、セクション 0 

「手順のインストールとセットアップの概要」を参照してください。 
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ディスク所有権は、HAフェイルオーバーまたはDRスイッチオーバーの際に一時的に更新されます。

clustered Data ONTAPでは、ギブバックまたはスイッチバック後に所有権を正しくリストアできるよ

うに、どのコントローラが特定のディスクを所有しているかを追跡し、元の所有情報を保存する必要

があります。この追跡を可能にするために、MetroClusterでは、各ディスクの属性として、これまでの

ownerフィールドとhomeフィールドに加えて新しいフィールドdr-homeが追加されています。dr-home

フィールドはスイッチオーバー後にのみ設定され、パートナー クラスタからスイッチオーバーされた

アグリゲート内のディスクを識別します。表3は、さまざまなイベントの際の各フィールドの変化を示

しています。 

 

表 3）ディスク所有権の変化 
 

 イベント 

フィールド 通常運用（す

べてのノード

が稼働） 

ローカルHAフェ

イルオーバー（4

ノード構成） 

MetroCluster

スイッチオー

バー 

スイッチオーバー

後のHAフェイル

オーバー 

owner ディスクにア

クセスできる

ノードの名前 

ディスクに一時的に

アクセスできるHA

パートナーの名前 

ディスクに一時

的にアクセスで

きるDRパートナ

ーの名前 

スイッチオーバー

中にディスクに一

時的にアクセスで

きる、DRパート

ナーのHAパート

ナーの名前 

home クラスタ内の元

のディスク所有

者の名前 

HAペア内の元のデ

ィスク所有者の名前 

DRパートナー

の名前 

DRパートナー

の名前 

dr-home 未割り当て 未割り当て 元の所有ノー

ドの名前 

元の所有ノー

ドの名前 

表4は、A1のリモート プールpool1内のあるディスクの所有権の変遷を示しています。このディスク

は、物理的にはサイトBに配置されていますが、通常運用時はノードA1が所有しています。 
 

表 4）ディスク所有権の変遷例 
 

MetroClusterの状態 各所有権フィールドの値 注 

owner home dr-home 

通常運用（すべて

のノードが稼働） 

A1 A1 未割り当て – 

ローカル HA フェ

ールオーバー：

A1<2> 

A2 A1 – 注：A2がA1をテイクオーバーし、A1のディ

スクを一時的に所有します。A1へのギブバッ

ク後、ディスク所有権は通常運用時の状態に

戻ります。 

サイトのスイッ

チオーバー：

A1/A2<>B1/B2 

B1 B1 A1 注：元の所有ノード名がdr-homeに保存さ
れます。この時点でB1がA1のリソースを

所有します。 

サイトAへのスイッチバック後、ディスク

所有権は通常運用時の状態に戻ります。 



15 NetApp MetroCluster FC © 2021 NetApp, Inc. All rights reserved. 
 

tme-mcc-A::> storage aggr show -fields diskcount, plexe 

aggregate diskcount plexes 

tme-mcc-B::> storage aggr show -fields diskcount, plexes 

aggregate diskcount plexes 

MetroClusterの状態 各所有権フィールドの値 注 

owner home dr-home 

サイトのスイッチオーバー

後に HA テイクオーバー：

A1/A2<>B1/B2 

b1 <> b2 

B2 B1 A1 注：唯一稼働しているノードであるた

め、この時点でB2はA1のリソースを所有

します。 

このシナリオからのリカバリは、2段階

のプロセスです。 

    1. B2がB1にギブバックし、ownerをB1

にリストアします（サイトのスイッチ

オーバーと同じ状態）。 

    2. サイトBがサイトAにスイッチバックし

ます。所有権は通常運用時の状態に戻

り dr-home、割り当ては再び解除さ

れます。 
 

MetroCluster レプリケーション 

MetroCluster では、SyncMirror を使用したアグリゲートレプリケーションと、設定レプリケーションサ

ービスを使用した設定レプリケーションの 2 種類のレプリケーションが可能です。このセクションで

は、アグリゲート、ディスク、および構成が MetroCluster でどのように処理されるかについて説明しま

す。次のコマンドは、ローカルノードとリモートノードにまたがるプレックス番号、アグリゲートの割

り当て、およびディスクの割り当てを表示します。 

 
 
 

aggr0_tme_A1  8  /aggr0_tme_mcc_A1/plex0,/aggr0_tme_mcc_A1/plex1 
aggr0_tme_A2  8  /aggr0_tme_mcc_A2/plex0,/aggr0_tme_mcc_A2/plex1 

aggr1_tme_A1  10  /aggr1_tme_mcc_A1/plex0,/aggr1_tme_mcc_A1/plex1 

aggr1_tme_A2  10  /aggr1_tme_mcc_A2/plex0,/aggr1_tme_mcc_A2/plex1 

 
 
 

aggr0_tme_B1  8  /aggr0_tme_mcc_B1/plex0,/aggr0_tme_mcc_B1/plex1 
aggr0_tme_B2  8  /aggr0_tme_mcc_B2/plex0,/aggr0_tme_mcc_B2/plex1 

aggr1_tme_B1  10  /aggr1_tme_mcc_B1/plex0,/aggr1_tme_mcc_B1/plex1 

aggr1_tme_B2  10  /aggr1_tme_mcc_B2/plex0,/aggr1_tme_mcc_B2/plex1 

 

プレックスの読み取り動作 

デフォルトでは、読み取りはすべてローカル プレックスから行われます。ローカルプレックスとリモ

ートプレックスで交互に読み取り処理を行うように、RAID オプションを設定できます。特にサイト間

の距離が短い場合、一部のワークロードでは両方のプレックスから読み取った方がパフォーマンスが向

上する可能性があります。アプリケーションの I/O に影響を与えることなく、RAID オプションを無停

止で変更できます2つのプレックスから交互に読み取るようにオプションを設定するには、HAペアのノ

ードごとに次のコマンドを使用します。 

オプションの設定をデフォルト値に戻すには、同じコマンドで–value localを指定します。 

このオプションは、HA ペアの両方のノードで同じ設定にすることを強く推奨します。ワークロード環

境において、各ノードで異なる読み取り動作が発生して最適なパフォーマンスが得られることがありま

す。ノード間で設定が異なる場合、HA フェイルオーバーが発生しても設定はもう一方のノードに伝播

されません。 

storage raid-options modify -node <node-name> -name raid.mirror_read_plex_pref -value alternate 
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metrocluster interconnect show このコマンドを実行すると、各ノードの NVRAM ミラーリン

グパートナーが表示されます。次の出力は、4ノード構成のクラスタBのものです。 

• ノード B1：HA パートナーは B2、DR パートナーは A1 。 

• ノード B2：HA パートナーは B1、DR パートナーは A2 。 

クラスタAから実行したコマンドの出力では以下が表示されます。 

• ノード A1：HA パートナーは A2、DR パートナーは B1 。 

• ノード A2：HA パートナーは A1、DR パートナーは B2 。 

mcc MetroCluster 環境で HA の状態がに設定されている場合は、NVRAM が必要な 4 つのセグメントに

分割されます。ha-config modify controller ha-config modify chassis コマンド とコマ

ンドは、ファブリック接続 MetroCluster インストールおよび設定ガイドの説明に従って使用します。4

ノード構成では、この変数はmccに設定する必要があります。2 ノード構成では、変数 mcc-2nをに設定

する必要があります。 

 

設定レプリケーション サービス 

NetApp ONTAP Configuration Replication Service（CRS ；設定レプリケーションサービス）は、ロー

カルノードの設定をパートナークラスタの DR パートナーに同期的にレプリケートすることで、

MetroCluster の設定を保護します。このレプリケーションは、クラスタ ピアリング ネットワーク経由

で行われます。レプリケートされる情報には、クラスタ構成と、CLI で「 Vserver 」と呼ばれる 

Storage Virtual Machine（SVM）構成があります。 

メタデータボリューム（MDV）を検証するには、次のコマンドを実行します。 

 

fcvi_device_0 FC-VI Up 

fcvi_device_1 FC-VI Up 

enabled online DR 

tme-mcc-A2 

iWARP Up 

iWARP Up 

cxgb3_0 

cxgb3_0 

enabled online HA 

tme-mcc-B2 

tme-mcc-B1 

fcvi_device_0 FC-VI Up 

fcvi_device_1 FC-VI Up 

enabled online DR 

tme-mcc-A1 

iWARP Up 

iWARP Up 

cxgb3_0 

cxgb3_0 

enabled online HA 

tme-mcc-B1 

tme-mcc-B2 

Mirror 

Oper 

Status Adapter Node Partner Name Type Status 

tme-mcc-B::> metrocluster interconnect show 

Mirror 

Partner Admin 

tme-mcc-A MDV_CRS_cd7628c7f1cc11e3840800a0985522b8_B 

aggr1_tme_A2 online RW 10GB 9.50GB 5% 

tme-mcc-A MDV_CRS_e8fef00df27311e387ad00a0985466e6_A 

aggr1_tme_B1 - RW - - - 

tme-mcc-A MDV_CRS_e8fef00df27311e387ad00a0985466e6_B 

aggr1_tme_B2 - RW - - - 

9.50GB 5% 10GB 

tme-mcc-A MDV_CRS_cd7628c7f1cc11e3840800a0985522b8_A 

aggr1_tme_A1 online RW 

Size Available Used% 

tme-mcc-A::> volume show -volume MDV* 

Vserver Volume Aggregate State 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
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構成レプリケーションサービスを検証 

作成されたオブジェクトは、CRSを使用してクラスタ ピアリング ネットワーク経由でもう一方のクラ

スタに自動的に伝播されます。ユーザが作成したジョブスケジュールは、MetroCluster 構成のクラスタ

間で自動的にレプリケートされます。クラスタでジョブスケジュールを作成、変更、または削除する

と、CRS によって同じスケジュールがパートナークラスタに自動的に作成されます。 

システムによって作成されたスケジュールはレプリケートされません。両方のクラスタのジョブスケジ

ュールが同じになるように、パートナークラスタで同じ処理を手動で実行する必要があります。 

 

MetroClusterの初期セットアップ 

MetroClusterは、ハードウェアとソフトウェアを組み合わせたソリューションです。共有ストレージ フ

ァブリックおよびサイト間リンクを作成するために、特定のハードウェアを必要とします。現在サポー

ト されているハードウェアコンポーネントの詳細については、ONTAP 9.5 以前の Interoperability Matrix 

Tool を参照してください。ONTAP 9.6 以降 の場合、情報は Hardware Universe にあります。ソフトウ

ェア面では、MetroCluster は NetApp ONTAP ソフトウェアに完全に統合されています。追加のツールや

インターフェイスは必要ありません。 

MetroCluster関係を一度確立すると、データおよび設定はサイト間で自動的かつ継続的にレプリケートさ

れるため、新しくプロビジョニングしたストレージのレプリケーションを手動で設定する必要はありま

せん。この機能により、必要な管理作業が簡素化されるだけでなく、重要なワークロード用のストレー

ジをレプリケートし忘れる可能性もなくなります。 

『MetroClusterインストレーションおよび構成ガイド』には、MetroClusterコンポーネントを設定するた

めのワークシートと詳細な手順が記載されています。このガイドの手順に従い、ベストプラクティスと

して、ガイドと同じ命名規則およびポート割り当てを使用してください。 

NetApp ONTAP のハードウェア要件とソフトウェア要件 

以下の情報は、4ノードMetroCluster構成に該当します。 

• 各サイトに2つずつ、4つのノードが必要です。4つのノードをまとめてDRグループと呼びます。4 

つのノードすべてが同じ FAS モデルまたは AFF モデルである必要があります（たとえば、4 つの 

FAS9000 システムまたは 4 つの AFF A300 システム）。FASコントローラとVシリーズ コントロー

ラを同じMetroCluster DRグループ内に共存させることはできません。 

• 追加または特定のライセンスは必要ありません。SyncMirrorを含むMetroCluster機能は、clustered 

Data ONTAPの基本ライセンスに含まれています。プロトコルや NetApp SnapMirror ® テクノロジ

などの機能をクラスタで使用する場合は、ライセンスが必要です。ライセンスは両方のサイトで同

じ設定にする必要があります。たとえば、SMB を使用する場合は、両方のクラスタで SMB のライ

センスが有効になっている必要があります。両方のサイトで同じライセンスが設定されていないと

スイッチオーバーが機能しません。 

• すべてのノードに、同じノード ロック式ライセンスが設定されている必要があります。 

• NetApp ONTAP FlexGroup ボリュームは、ONTAP 9.6 以降の MetroCluster 構成でサポートさ

れます。 

• アドバンスト ディスク パーティショニング（ルート アグリゲートまたはFlash Pool™アグリゲー

ト用）はサポートされません。 

tme-mcc-A::> job schedule cron create -name Monday -hour 8,10 -minute 00 -dayofweek Monday 

 
Warning: Because this is a MetroCluster configuration, an additional step is required. To 

complete applying the changes for schedule "Monday", execute the same command on the remote 

cluster. 

http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
https://hwu.netapp.com/
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
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• NetApp Storage Encryption（NSE）ドライブは、MetroCluster構成ではサポートされません。

clustered Data ONTAPシステムは、FDEドライブを使用するNetApp Eシリーズのストレージ アレイ

に接続でき、ルート アグリゲートを暗号化ドライブに配置できます。 

• NetApp Volume Encryption（NVE）と NetApp Aggregate Encryption（NAE）がサポートされています。

以下の情報は、2ノードMetroCluster構成に該当します。 

• 各サイトに1つずつ、2つのノードが必要です。2 つのノードは 2 つの独立したクラスタとして構成

され、DR グループと呼ばれます。両方のノードが同じ FAS、AFF、または FlexArray モデルである

必要があります（例：FAS8200 システムが 2 つまたは FAS9000 システムが 2 つ）。FASコントロ

ーラとVシリーズ コントローラを同じMetroCluster DRグループ内に共存させることはできません。 

• 追加または特定のライセンスは必要ありません。SyncMirrorを含むMetroCluster機能は、clustered 

Data ONTAPの基本ライセンスに含まれています。プロトコルおよびその他の機能（SnapMirrorな

ど）をクラスタで使用する場合はライセンスが必要です。ライセンスは両方のサイトで同じ設定に

する必要があります。たとえば、SMB を使用する場合は、両方のクラスタで SMB のライセンスが

有効になっている必要があります。両方のサイトで同じライセンスが設定されていないとスイッチ

オーバーが機能しません。 

• すべてのノードに、同じノード ロック式ライセンスが設定されている必要があります。 

• アドバンストディスクパーティショニングはサポートされていません。 

• NSEドライブは、MetroCluster構成ではサポートされません。clustered Data ONTAPシステムは、

FDEドライブを使用するNetApp Eシリーズのストレージ アレイに接続でき、ルート アグリゲート

を暗号化ドライブに配置できます。 

 

アレイLUNを使用するMetroCluster構成の要件 

アレイ LUN を使用する MetroCluster 構成をセットアップする際の要件は次のとおりです。 

MetroCluster 構成でサポート対象としてリストされているプラットフォームとストレージアレイが必

要です。 

注 ：アレイ LUN を使用する MetroCluster 構成の詳細については、Interoperability Matrix Tool を
参照してください。サポートされているストレージ アレイおよびスイッチや、ネットアップ コ

ントローラ、アレイLUNとの連携がサポートされているclustered Data ONTAPのバージョンに

関する情報が含まれています。Interoperability Matrixには、アレイLUNを使用するMetroCluster

構成の要件および制限に関して信頼できる情報が掲載されています。ツールで、Storage 解決

策として FlexArray Virtualization for Fabric MetroCluster を選択します。現在サポート されてい
るハードウェアコンポーネントの詳細については、ONTAP 9.5 以前の Interoperability Matrix 

Tool を参照してください。ONTAP 9.6 以降 の場合、情報は Hardware Universe にあります。 

• 同じMetroCluster構成のData ONTAPシステムはすべて同じモデルである必要があります。 

• 複数のFCイニシエータ ポートを同じターゲット ポートに接続することは、MetroClusterでは

サポートされていません。同様に、複数のターゲット ポートを同じFCイニシエータ ポートに

接続することもサポートされていません。 

• FAS ディスクシェルフとアレイ LUN ディスクシェルフを混在させる場合は、追加のポートが必要です。 

• 『FlexArray仮想化実装ガイド（サードパーティ製ストレージ）』および『FlexArray仮想化実

装ガイド（Eシリーズ ストレージ）』に、サポートされているストレージ アレイ ファミリー

に関する詳細が記載されています。MetroCluster構成内のストレージ アレイは対称に配置す

る必要があります。 

− つまり、2つのストレージ アレイは同じベンダー ファミリーに属し、同じバージョンのファー

ムウェアがインストールされている必要があります。 

− アレイLUNは2セット必要です。1つ目はローカル ストレージ アレイ上のアグリゲート用、も

う1つはアグリゲートのミラー用にリモート ストレージ アレイに配置します。アグリゲートを

ミラーするには、アレイLUNが同じサイズである必要があります。 

http://mysupport.netapp.com/matrix
http://mysupport.netapp.com/matrix
https://hwu.netapp.com/
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.vs-ig-third/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.vs-ig-third/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.vs-ig-es/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.vs-ig-es/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.vs-ig-es/home.html
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− ミラーリングされたストレージに使用するディスクタイプ（SATA、ソリッドステートドラ

イブ（SSD）、SAS など）は、両方のストレージアレイで同じである必要があります。 

− RAIDタイプや階層化など、ストレージ アレイを設定するパラメータは、両方のサイトで同じ

である必要があります。 

− 事実上、アレイLUNを使用するMetroCluster構成は、サイト間で完全に対称である必要が

あります。 

 

FCスイッチの要件 

FCスイッチを使用するMetroCluster構成をセットアップする際の要件は次のとおりです。 

• スイッチとスイッチ ファームウェアがMetroCluster構成でサポートされていることを確

認しておく必要があります。 

• 2ノードおよび4ノードのファブリック構成では、各ファブリックに2つずつ、合計4つのスイッチが

必要です。2 ノードのブリッジ接続構成と 2 ノードの直接接続構成では、FC スイッチは必要ありま

せん。8 ノードのファブリック構成では、4 ノード環境のように、それぞれの場所に 2 つのスイッ

チを使用します。各クラスタ内のノードは、それぞれの場所にある同じスイッチに接続されます。 

• 同じ構成内のスイッチはすべて同じベンダーの同じモデルを使用し、同じポート数でライセンス

が設定されている必要があります。 

• スイッチはすべてネットアップから購入し、MetroCluster構成専用にする必要があります。 

• ホストトラフィックとアプリケーショントラフィックは、MetroCluster に使用されるスイッチを共

有できません。 

• デバイスやパスに障害が発生した場合に冗長性を確保するには、各 ONTAP システムを冗長コンポ

ーネントでストレージに接続する必要があります。 

• ONTAP では、使用するスイッチに応じて、ファブリックごとに 1 ～ 8 個の ISL がサポートされま

す。ファブリック1つにつき複数のISLが存在する場合は、トランキングが使用されます。xWDMベ

ンダーがFCスイッチでのトランキングをサポートしていることを確認してください。単一のISL接

続の場合は、トランキングは不要です。少なくとも 2 つの ISL を使用することを推奨します。 

• ファブリック1つあたりのISLの数にかかわらず、インオーダー配信がデフォルトであり、推奨され

る設定です。 

注：基本的なスイッチ構成、ISLの設定、およびFC-VIの構成の詳細については、『MetroCluster

インストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。 

 

FCIPスイッチの要件 

FC は、ミッションクリティカルでハイパフォーマンス、低レイテンシ、信頼性の高い SAN ファブリ

ックに最適ですが、最新のデータセンターの多くは IP テクノロジに投資しています。FC over IP

（FCIP）は、FC over IP ネットワークを透過的に相互接続し、FC SAN をリンクするための重要なテ

クノロジです。 

FCIP MetroCluster の設定は、2 ノードおよび 4 ノードのすべてのアーキテクチャの FC MetroCluster 

の設定と同じです。唯一の違いは、FC スイッチが FCIP スイッチと IP ISL に交換される点です。FCIP 

MetroCluster 環境では、IP ISL 接続用に Cisco MDS 9250i、Brocade 7840、および Brocade 7810 

FCIP スイッチがサポートされます。ケーブル接続の構成は同じです。FCIP 構成では IP ISL 専用の IP 

ネットワークが必要であり、直接接続できます。中間スイッチはサポートされません。 

FCIPスイッチを使用するMetroCluster構成をセットアップする際の要件は次のとおりです。 

• スイッチファームウェアが MetroCluster 構成でサポートされていることを確認しておく必要がありま

す。 

• 2ノードおよび4ノードのファブリック構成では、各ファブリックに2つずつ、合計4つのスイッチ

が必要です。2 ノードのブリッジ接続構成および 2 ノードの直接接続構成の場合、FCIP スイッチ

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
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は必要ありません。 

• 構成内のスイッチはすべて Cisco MDS 9250i、Brocade 7840、または Brocade 7810 のスイッチで

あり、同じポート数のライセンスが必要です。 

• スイッチはすべてネットアップから購入し、MetroCluster構成専用にする必要があります。 

• ホストトラフィックとアプリケーショントラフィックは、MetroCluster に使用されるスイッチを共有で

きません。 

• デバイスやパスに障害が発生した場合に冗長性を確保するには、各 ONTAP システムを冗長コンポ

ーネントでストレージに接続する必要があります。 

• ISL ファブリックの最大数とトランキング要件を確認するため。 

注：基本的なスイッチ構成、ISLの設定、およびFC-VIの構成の詳細については、『MetroCluster

インストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。 

FC スイッチと FCIP スイッチでも同様の機能を実行できますが、いくつかの違いがあります。 

• FCIP スイッチは複数の MetroCluster クラスタに接続することはできません。 

• 10Gbps FCIP ISL 接続のみがサポートされます。 

• サポートされる FCIP ポートは 1 つだけです。 

• リンク書き込みアクセラレーションはサポートされていません。 

• MetroCluster クラスタ間で FCIP ISL を共有することはできません。 

 

FibreBridgesの要件 

ネットアップの FAS シェルフと AFF シェルフを使用する 4 ノード構成にはすべて FibreBridge が必要

です。FibreBridge を使用する 2 ノードファブリックおよび 2 ノードブリッジ接続構成にも必要です。

SAS 光ケーブルを使用した 2 ノード構成のみでは FibreBridge を使用しません。ストレージは 2 台のコ

ントローラの SAS ポートに直接接続されるためです。アレイ LUN のみを使用する MetroCluster 構成に

は、FibreBridge は使用されません。 

ONTAP 9.6 以降では、新しい ATTO 7600N ブリッジが使用可能になり、7500N ブリッジが交換され

ます。ATTO 7500N を使用して既存の構成を拡張する場合は、7600N でも同じ機能を利用できます。 

ATTOの主な機能は次のとおりです。 

• 2 台の電源装置 

• スループットパフォーマンスの向上 

• 32Gb FC ポート × 2、どちらも有効にすることができます 

• 12Gb SAS ポートを 4 つ搭載し、4 つすべてを有効にすることができます 

• ONTAP 9.5 以降ではインバンド監視機能を使用できます 

ATTO FibreBridge 7500N は ONTAP 8.3.2 で出荷されるようになりました。ATTO 7500N を使用して 

ATTO FibreBridge 6500N に比べてパフォーマンスが向上し、レイテンシが低減されました。ONTAP 

9.5 以降では、ATTO 7500N でインバンド監視もサポートされます。これにより、SNMP とイーサネッ

トを使用した監視に比べてセキュリティが向上します。 

ONTAP 8.3.2 より前のバージョンでは、ATTO FibreBridge 6500N を使用してストレージが接続されま

す。構成にはディスクスタックごとに FibreBridge が 2 つ必要です。各サイトに少なくとも 1 つのスタ

ックが必要です。したがって、少なくとも 4 つの FibreBridge が必要です。各 FibreBridge は、FC ポ

ートを介してスイッチに接続し、SAS ポートを介して SAS ディスクスタックに接続します。HDD の

みを使用している場合は、スタックあたり最大 10 台のシェルフがサポートされます。ストレージサブ

システムの要件については、スタックにシェルフモジュールタイプ（IOM3 や IOM6 など）を混在させ

ることができます。ATTO 7500N ディスクシェルフの最大数については、表 6 を参照してください。 
 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2496263
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2496263
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表 5）ATTO 7600N シェルフ数 
 

ディスク構成 ディスク タイプ ブリッジペアあたりの合計シェルフ数 

すべてのSSDs SSD 4 

すべてのHDDs HDD 10 

Mixed（SSDs および HDDs） SSD 1 2 3 4 

HDD 9 8 7 6 

 

表 6）ATTO 7500N シェルフ数 
 

ディスク構成 ディスク タイプ ブリッジペアあたりの合計シェルフ数 

すべてのSSDs SSD 4 

すべてのHDDs HDD 10 

Mixed（SSDs および HDDs） SSD 1 2 3 4 

HDD 9 8 7 6 

SSD が FibreBridge スタック内にある場合、サポートされる最大スタック深度を前の表に示します。シ

ェルフの総数には、SSD のみのシェルフ、SSD と HDD が混在したシェルフ、HDD のみのシェルフが

含まれます。単一のディスク スタックには最大で48本のSSDを搭載でき、SSDはどのシェルフにでも

分散させることができます。ただし、ネットアップでは、同じシェルフ内に SSD と HDD を混在させ

ず、SSD のみのシェルフを構成することを推奨します。 

さらに、パフォーマンスを最適化するために、SSD のみのシェルフは専用のスタック（HDD シェルフ

なし）に配置するか、SSD と HDD が混在したスタックの一番上または一番下に配置することを推奨し

ます。この構成では、SSD シェルフは FibreBridge に直接接続されます。この場合、SSDシェルフには

複数のノードのプールが含まれてる可能性が高いため、ディスク所有権は手動で割り当てる必要があり

ます。すべてSSDのアグリゲートの場合、スタックに含まれるのはSSDのみとし、スタック内のSSDシ

ェルフは2台以下にする必要があります。パフォーマンスが最適化されるのは、スタックにつきSSDシ

ェルフの1台の構成です。 

注 ：プラットフォーム、ディスクシェルフ、およびディスクデバイスの現在のサポートに関する詳

細については、ONTAP for Hardware Universe 9.6 以降を参照してください。ONTAP 9.5 以

前の場合は、Interoperability Matrix Tool を参照してください。 

 

ゾーニングの要件 

FC スイッチと FCIP スイッチのゾーニングを設定する際の要件は次のとおりです。 

• MetroCluster構成では、シングルイニシエータからシングルターゲットのゾーニングを使用す

る必要があります。シングルイニシエータからシングルターゲットのゾーニングでは、各ゾ

ーンが単一のFCイニシエータ ポートに制限されます。 

• FC-VI ポートは、Virtual Worldwide Port Name（WWPN ；仮想ワールドワイドポート名）を使用し

てファブリック全体でエンドツーエンドにゾーニングする必要があります。FC-VIカードのAポート

とBポートは別々のゾーンに配置する必要があります。 

• 複数のイニシエータ ポートを単一のターゲット ポートで共有することはサポートされていま

せん。同様に、複数のターゲット ポートを単一のイニシエータ ポートで共有することもサポ

ートされていません。 

 

SyncMirrorおよびストレージの要件 

SyncMirrorストレージの要件は次のとおりです。 

• ミラーされたアグリゲートの場合にのみ、2 つのサイト間でディスク構成が同じである必要があり

ます。これにはNetApp Flash Poolの構成も含まれます。あるノードのワークロードにFlash Poolが

https://hwu.netapp.com/Home/Index
https://mysupport.netapp.com/matrix/#welcome
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必要な場合、Flash Poolアグリゲートごとに、ミラー プレックスに同じ容量のFlash Poolインテリジ

ェント キャッシングが必要です。 

• RAID 4およびNetApp RAID DP®テクノロジはいずれもルート アグリゲートおよびデータ アグリゲート

に対応しています。 

1サイトにつき最低4台のシェルフを配置することを推奨します。1つのサイトにFASシェルフが4台あ

ると、各プール（各ノードのローカルとリモート）に専用のシェルフを配置できるため、ディスクをシ

ェルフ単位で各ノードに割り当てることができます。将来ディスクを増設する場合は、プールとシェル

フの組み合わせが維持されるように計画する必要があります。サイトごとにシェルフを 4 台未満にする

構成もサポートされていますが、ディスクの割り当てはより複雑になり、使用可能なストレージの容量

も大幅に制限されます。 

図 9 は、表 2）推奨されるシェルフ番号のスキーマに従ってシェルフ ID が割り当てられたプールとシ

ェルフの割り当てのレイアウト例を示しています。 

シェルフごとにプールを分けるレイアウトは必須ではありません。ソフトウェアのディスク所有権を使

用すれば、任意のシェルフのディスクを任意のノードに割り当てることができます。同じシェルフ上の

ディスクを複数のノードが所有している場合は、シェルフ単位のディスクの自動割り当ては無効にな

り、シェルフに障害が発生した場合の影響範囲も拡大します。 

 
 

図 9）MetroClusterでのプールとシェルフの割り当て 

 

FibreBridge 接続のスタックに SSD が含まれている場合は、Interoperability Matrix Tool および 

Hardware Universe で、サポートされているスタックの最大シェルフ数を確認してください。単一の

ディスク スタックには最大で48本のSSDを搭載でき、SSDはどのシェルフにでも分散させることが

できます。ただし、ネットアップでは、同じシェルフ内に SSD と HDD を混在させず、SSD のみの

シェルフを構成することを推奨します。 

さらに、パフォーマンスを最適化するために、SSD シェルフは専用のスタック（HDD シェルフなし）

に配置するか、SSD と HDD が混在したスタックの上部または下部に配置することを推奨します。こ

れにより、SSD シェルフは FibreBridge に直接接続されます。この場合、SSDシェルフには複数のノ

ードのプールが含まれてる可能性が高いため、ディスク所有権は手動で割り当てる必要があります。

すべてSSDのアグリゲートの場合、スタックに含まれるのはSSDのみとし、スタック内のSSDシェル

フは2台以下にする必要があります。パフォーマンスが最適化されるのは、スタックにつきSSDシェル

フの1台の構成です。 

最初の設置後にストレージを追加する場合は、一度に1シェルフずつ各クラスタに追加できます。複数

のシェルフを追加する必要はありません。ただし、ミラーリングの対称性を保持するには、両方のサ

イトに同じストレージを追加する必要があります。

http://support.netapp.com/matrix/mtx/login.do
https://hwu.netapp.com/Home/Index
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ケーブル接続とスイッチ構成のベストプラクティス 

ネットアップサポートサイトで入手できるスイッチ構成ファイルを使用することを強く推奨します。

構成ファイルを使用する手順は、MetroClusterのドキュメント、『MetroClusterインストレーションお

よび構成ガイド』の「構成ファイルの実行によるFCスイッチの設定」を参照してください。構成ファ

イルを使用すると、『 MetroCluster インストレーションおよび構成ガイド』の「 FC スイッチのポー

ト割り当ての確認」の表のようにポートが設定されます。 

推奨されるポート割り当てを使用しない場合や、標準構成よりも多くのストレージ シェルフを設置す

る場合は、インストレーション ガイドに従ってスイッチを手動で構成する必要があります。 

FC-VI-Aポートはすべて一方のファブリックにケーブル接続し、FC-VI-Bポートはすべてもう一方のフ

ァブリックにケーブル接続する必要があります。推奨されるポート割り当てを使用していない場合で

あっても、ケーブル接続は必ずこの方法で行ってください。 

注 ：すべてのノードで、オンボードの FC-VI ポートまたは FC-VI ポート対応アダプタのいずれ

かを使用する必要があります。オンボードアダプタポートと FC-VI アダプタポートの混在は
サポートされていません。 

コントローラ上の各ファブリックへの2つの接続で別々のASICが使用されるように、各コントローラの

FCイニシエータを接続します。例を以下に示します。 

0a/0c：ファブリック 1、ポート 1、およびポート 2 

0b/0d：ファブリック 2、ポート 1、ポート 2 

 

インストレーションおよびセットアップ手順の概要 

ファブリック接続 MetroCluster インストールおよび設定ガイドには、MetroCluster コンポーネ

ントの設定に役立つワークシートと手順が記載されています。 

参考のために、MetroCluster 4 ノードアーキテクチャのセットアップおよび設定の主な手順を以下に

記載します。2ノード構成でも同様のセットアップを使用します。必要な作業は、厳密には、システ

ムが工場出荷時に設定済みかどうかや、既存の機器を再導入するかどうか（移行シナリオの場合な

ど）によって異なります。詳細な手順については、ドキュメントを参照してください。 

1. ラックにハードウェアを配置し、デバイス間およびサイト間のケーブルを設置して接続します（ISL

およびクラスタ ピアリング接続）。この手順には、ONTAP ノード（FAS または FlexArray コント

ローラ、クラスタ管理スイッチ、または使用している場合はクラスタインターコネクトスイッ

チ）、SAS ディスクシェルフ、FC スイッチまたは FCIP スイッチ、FibreBridge が含まれます。フ

ァイバ ブリッジは、アレイLUNと一緒には使用しません。 

2. FC スイッチまたは FCIP スイッチを設定します。工場で設定済みの場合もあります。設定済みでな

い場合は、ネットアップ サポート サイトから入手できる構成ファイルを使用することを推奨します。

構成ファイルは、MetroCluster でサポートされているスイッチに対応しています。手動で設定する必

要がある場合は、『MetroClusterインストレーションおよび構成ガイド』の手順に従ってください。 

3. 製品ドキュメントで指示されるまでは、ISL リンクを接続しないでください。リンクがすでに

有効な場合、ローカルHAクラスタのセットアップは機能しません。 

4. 保守モードで、次の手順を実行します。 

a. ディスク所有権を確認します。製造元から届いた機器では、ディスク所有権がノード間で均等に

事前に割り当てられている必要があります。ただし、その割り当てが要件と一致しない場合は、

クラスタを作成する前にディスクを手動で再割り当てします。ディスク割り当ての計画ワークシ

ートについては、『MetroClusterインストレーションおよび構成ガイド』を参照してください。

各ノードには、そのpool0pool1ノードが所有するディスクを含むローカルプール（ノードと同

じサイトに配置）とリモートプール（もう一方のサイトに配置）が必要です。 

https://mysupport.netapp.com/NOW/cgi-bin/software/
https://mysupport.netapp.com/NOW/cgi-bin/software/
https://mysupport.netapp.com/NOW/cgi-bin/software/
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-E35CFB76-3C5C-4040-801F-CE73ADF215EC.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-E35CFB76-3C5C-4040-801F-CE73ADF215EC.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
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注 ：各ノードのDRパートナーは、metrocluster configureコマンドによって、システムID

（NVRAM ID）に基づいて自動的に選択されます。一方のHAペアのシステムIDが小さいノ
ードは、もう一方のクラスタのシステムIDが小さい対応するノードとDRパートナーとな
り、その他も同様です。DRパートナーの割り当ては、初期設定後は変更できません。特
に、別々のストレージで構成されている HA ペアのノードでは、各クラスタでシステム ID 

が小さい対応するノードでディスク構成が一致することを確認します。また、システム ID 

がの 2 つのノードでディスク構成が一致していることを確認します。作業を続行する前に
必要に応じてディスク所有権を調整し、DRパートナーが正しく割り当てられていることを
確認します。DRパートナーの割り当ては、スイッチオーバー時にLIFで使用するポートにも
影響します。通常の状況では、LIFは自身のDRパートナー ノードにスイッチオーバーしま
す。詳細について は、ファブリック接続 MetroCluster インストールおよび設定ガイドの
「 MetroCluster 構成のネットワーク設定および LIF 作成のガイドライン」を参照してくだ
さい。 

b. コントローラおよびシャーシのコンポーネントがmccに設定されていることを確認します。

この手順により、NVRAM をレプリケーション用に正しくパーティショニングできます。 

5. 通常モードでは、次の手順を実行します。 

a. システム セットアップ ウィザードを使用するか、CLIのcluster setupを使用して、各サイトでクラス

タを設定します。 

b. インタークラスタLIFを作成し、2つのクラスタをピアリングします。インタークラスタLIFは、

専用のポート上でも、共有データ ポート上でも作成できます。 

c. ルート アグリゲートをミラーします。 

d. 各ノードでミラーされたデータ アグリゲートを作成します。MDVをホストするクラスタごと

に、少なくとも2つのデータ アグリゲートが必要です。このアグリゲートは初期セットアップの

前に作成し、データ（ボリュームおよび LUN）に使用できます。MDV には専用のアグリゲート

は必要ありません。 

e. 必要に応じて、追加のData ONTAP機能ライセンスをインストールします。スイッチオーバー後

にクライアントとホストのアクセスを正しく行うには、両方のクラスタでライセンスを対称にす

る必要があります。ライセンスが対称構成でない場合、スイッチオーバーは拒否されます。 

f. ISLおよびゾーニングを有効にします。 

g. コマンド metrocluster configure –node-name <node-initiating-the-

command>を使用して、いずれかのノードから MetroCluster を初期化します。 

h. ヘルスモニタ（storage switch add storage bridge add およびコマンド）で監視対象

デバイスとしてスイッチおよび FibreBridge を追加します。ヘルスモニタリング は、モニタリン

グおよびアラート生成のための情報を NetApp Active IQ Unified Manager に提供します（詳細に

ついては、「 Active IQ Unified Manager and health monitors 」を参照してください）。 

i. metrocluster check run コマンドを使用して MetroCluster の設定を確認します。さら

に、『MetroClusterインストレーションおよび構成ガイド』に従ってその他の検証手順を実行し

ます。 

6. IQ Unified Managerがない場合はインストールします。MetroClusterクラスタを、管理

対象のストレージ システムに追加します。 

7. 構成に対してConfig Advisorを実行し、エラーが見つかった場合は確認して修正します。Config 

Advisorはネットアップまたはパートナーの担当者が提供します。 

8. MetroCluster のパフォーマンスを監視するには、OnCommand Performance Manager をインス

トールすることを推奨します。 

9. これで、構成をテストする準備が整いました。HA のテイクオーバーとギブバックを確認し、サ

イトのスイッチオーバー、修復、ギブバックを確認するには、ファブリック接続 MetroCluster イ

ンストールおよび設定ガイドの手順に従います。 

 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-C23E5DBF-373B-443F-8286-F29C7D62F8D8.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-C23E5DBF-373B-443F-8286-F29C7D62F8D8.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-inst-cnfg-fabric/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-5775D8A6-EAB3-4409-A968-E1E2183E0134.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-5775D8A6-EAB3-4409-A968-E1E2183E0134.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-5775D8A6-EAB3-4409-A968-E1E2183E0134.html
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セットアップ後の設定と管理 

MetroCluster構成完了後の運用管理は、MetroClusterのないclustered Data ONTAP環境とほぼ同じです。

SVM で必要なプロトコルを設定し、それらのサービスを通常運用時に実行するクラスタで必要な LIF、

ボリューム、および LUN を作成します。これらのオブジェクトは、クラスタ ピアリング ネットワーク

を介してもう一方のクラスタに自動的にレプリケートされます。SVM は、CLI、Active IQ System 

Manager、または NetApp OnCommand Workflow Automation を使用して設定できます。 

アグリゲートの再同期と Snapshot コピー 

NetApp Snapshot ™コピーの集約は、SyncMirror 処理に対して一定の間隔で作成されます。デフォル

トの間隔は60分です。この間隔を 15 分に短縮することを推奨します。また、Flash Pool を使用する

場合は、この間隔を 5 分に短縮してください。アグリゲート Snapshot の間隔を変更する必要がある

コマンドについては、「 Flash Pool 」を参照してください。 

以下の一連のコマンドは、アグリゲートおよびSVMが各クラスタに追加で作成され、プロトコル アクセ

ス用に設定されたあとの、2つのクラスタの状態を表しています。ここではCLI出力を使用していますが、

System Managerを使用して同じ出力を表示することもできます。 

 

アグリゲートの表示 

通常運用時には、各クラスタからの出力に示されるように、各クラスタに表示されるのは自身のア

グリゲートのみです。 

 

 
 

normal 

aggr0_tme_A2 

1.38TB 741.9GB 48% online 1 tme-mcc-A2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_A1 

2.07TB 2.06TB 1% online 4 tme-mcc-A1 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_A2 

2.07TB 2.06TB 0% online 1 tme-mcc-A2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 
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SVMの表示 

ONTAP 9.x のデータ SVM は、プロパティのサブタイプで区別されます。MetroClusterがない場合は、

サブタイプはデフォルト値に設定されます。MetroCluster のサブタイプは sync-source、sync-

destinationまたはです。データSVMのタイプは、所属するクラスタ上ではすべてsync-sourceです。

もう一方のクラスタにレプリケートされた対のSVMオブジェクトのタイプはsync-destinationで、名前に

–mcというサフィックスが追加されます。通常運用時 sync-source runningsync-destination 

stoppedは、SVM の動作状態は、SVM の動作状態はになります。 

vserver show それぞれのクラスタで実行したコマンドの出力例を考えてみましょう。クラスタAに

svm1_mccAという名前のSVM、クラスタBにsvm1_mccBという名前のSVMを作成済みであるとしま

す。 

クラスタ A の出力に svm1mccA、とタイプ sync-sourceが表示されます。エントリ SVM_は 

svm1mccB-mc、クラスタ B からレプリケートされた SVM を表しますしたがってサブタイプはsync-

destinationで、状態はstoppedとなっています。 

 

クラスタBの出力はこの逆です。実行中 svm1mccB sync-sourceの SVM は _（）です。クラスタAの

レプリケートされたSVMはsvm1_mccA-mc（sync-destination）で、状態はstoppedとなっています。 

 

スイッチオーバー時には、稼働しているクラスタがすべてのsync-destination SVMを起動します。 

 

raid_dp, 

mirrored, 

normal 

3 tme-mcc-B2 2.07TB 2.06TB 1% online 

aggr1_tme_B2 

raid_dp, 

mirrored, 

normal 

2 tme-mcc-B1 2.07TB 2.06TB 1% online 

aggr1_tme_B1 

raid_dp, 

mirrored, 

normal 

1 tme-mcc-B2 1.38TB 741.9GB 48% online 

aggr0_tme_B2 

raid_dp, 

mirrored, 

normal 

1 tme-mcc-B1 1.38TB 741.9GB 48% online 

aggr0_tme_B1 

RAID Status 

tme-mcc-B::> aggr show 

 

Aggregate Size Available Used% State #Vols Nodes 

svm1_mccB_root aggr1_tme_B1 stopped sync-destination 

running 

data 

svm1_mccB-mc 

running 

svm1_mccA_root aggr1_tme_A1 running svm1_mccA data sync-source 

Vserver Type Subtype State State Volume Aggregate 

Operational Root 

tme-mcc-A::> vserver show –type data 
Admin 
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ボリュームの表示 

通常運用時は、両方のクラスタのデータSVMにあるすべてのボリューム、両方のクラスタのすべての

MDV、およびローカル クラスタのルート ボリュームのみが認識されます。ただし、オンライン状態なの

はクラスタAのSVM svm1_mccAのボリュームのみです。クラスタBのSVMのボリュームは、表示はされ

ますがアクセスはできず、スイッチオーバー後に初めてオンラインになります。わかりやすくするため

に、この出力ではMDVとルート ボリュームは省略しています。 

 

クラスタBでは、これが逆になり、クラスタBのSVMボリュームはオンラインで、クラスタAのSVMのボリュ

ームはオフラインです。 

 
 

LUNの表示 

LUNは、LUNがアクティブになっているクラスタでのみ認識されます。この構成では、LUNが定義

されたSVMはクラスタAにしかありません。 

 

 

したがって、通常運用時は、クラスタBにはLUNは表示されません。 

 

online mapped windows_2008 

1.00GB 

tme-mcc-B::> lun show  

This table is currently empty. 
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tme-mcc-B::> network interface show –vserver svm* 
Logical Status Network Current 

Node 

Current Is 

Vserver Interface Admin/Oper Address/Mask Port Home 

svm1_mccA-mc 

svm1_mccA_iscsi_lifA1_1 

up/down 10.228.22.68/24 

svm1_mccA_iscsi_lifA1_2 

up/down 10.228.22.69/24 

svm1_mccA_iscsi_lifA2_1 

up/down 10.228.22.97/24 

svm1_mccA_iscsi_lifA2_2 

up/down 

svm1_mccA_nas_A1_1 

up/down 

svm1_mccB 

svm1_mccB_nfs_lif1 

up/up 

tme-mcc-B1 e0a true 

tme-mcc-B1 e0b true 

tme-mcc-B2 e0a true 

LIFの表示 

クラスタLIF、クラスタ管理LIF、インタークラスタLIFは、ローカル クラスタでのみ認識されます。デー

タLIFは、SVMの範囲内であれば、両方のクラスタで認識されます。出力は、これらのデータLIFのみを

示しています。クラスタ B の SVMsvm1（__mccBnfslif1）からレプリケートされる LIF の動作状態

は down、クラスタ A では現在使用できないため、と表示されますレプリケートされたLIFは、ノードの

DRパートナー上にデフォルトで作成されます。 

各 LIF の IP アドレスとポート割り当てに注意 してください。これらの設定は、スイッチオーバー後も

維持されます。詳細については、「計画的（ネゴシエート）スイッチオーバーの実行」を参照してくだ

さい。「 FC SAN 構成の場合、各ノードは、フロントエンド SAN の正しいファブリックにログインす

る必要があります。そうしないと、パートナー クラスタ上に正しくLIFを作成および割り当てできない

ため、スイッチオーバーが不可能になります。 

同様に、クラスタBではこれが逆になり、クラスタ A からレプリケートさ downれた LIF の動作状態

はになります。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

10.228.22.98/24 tme-mcc-B2 e0b true 

10.228.22.62/24 tme-mcc-B1 e0b true 

 
10.228.22.74/24 

 
tme-mcc-B1 

 
e0b 

 
true 

true e0a tme-mcc-A1 10.228.22.74/24 

true e0a tme-mcc-A1 10.228.22.62/24 

true tme-mcc-A2 e0b 10.228.22.98/24 up/up 

svm1_mccA_nas_A1_1 

up/up 

svm1_mccB-mc 

svm1_mccB_nfs_lif1 

up/down 

svm1_mccA_iscsi_lifA1_2 

up/up 10.228.22.69/24 tme-mcc-A1 e0b true 

svm1_mccA_iscsi_lifA2_1 

up/up 10.228.22.97/24 tme-mcc-A2 e0a true 

svm1_mccA_iscsi_lifA2_2 

true 

svm1_mccA_iscsi_lifA1_1 

up/up 10.228.22.68/24 tme-mcc-A1 e0a 

svm1_mccA 

Home Port Interface Admin/Oper Address/Mask Vserver 

Current Is Current 

Node 

tme-mcc-A::> network interface show –vserver svm* 
Logical Status Network 
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計画的 / 計画外イベントの耐障害性 

NetApp MetroClusterは、ネットアップのハードウェアとclustered Data ONTAPに搭載された高可用

性機能とノンストップ オペレーション機能をさらに拡張することで、サイトにおけるストレージと

ホスト環境全体の保護を強化します。スタンドアロンサーバ構成、HA サーバクラスタ構成、仮想サ

ーバ構成などのアプリケーション環境がどのような場合でも、一方のサイトで障害が発生しても、

MetroCluster はシームレスにストレージの可用性を維持します。停電の原因が、電源の喪失、冷却装

置の切断、ネットワーク接続の切断、ハードウェアの破損、動作エラーのいずれであるかに関係な

く、ストレージを使用できます。 

MetroCluster構成では、次の3つの基本的な手法を使用して、計画的または計画外のイベントに対して

データの継続性を維持します。 

• 冗長コンポーネント：1つのコンポーネントで発生した障害から保護 

• ローカルのHAテイクオーバー：影響を受けるコントローラが1台だけのイベントに対応します。 

• 完全なサイト スイッチオーバー：障害が発生したクラスタから稼働しているクラスタへストレー

ジおよびクライアント アクセスを移動して、サービスを迅速に再開 

前述したように、MetroClusterインフラの主なコンポーネントは冗長構成になっています。MetroCluster 

では、スタックごとに 2 つの FibreBridge、スイッチファブリック 2 つ、ノードごとに 2 つの FC-VI 接

続、ファブリックごとにノードごとに 2 つの FC イニシエータ、ファブリックごとに複数の ISL リンクを

使用します。この構成により、1 つのコンポーネントで障害が発生してもシームレスに処理が継続され、

障害が発生したコンポーネントが修復または交換されると、システムが自動的に冗長運用に戻ります。 

すべてのclustered Data ONTAPクラスタには、HAテイクオーバーおよびギブバックの機能がもともと

備わっています。ただし、2ノード構成におけるシングルノード クラスタは例外で、スイッチオーバー

とスイッチバックを使用して冗長運用を実現します。4ノード構成のコントローラはHAペアになってお

り、それぞれのペアの2つのノードはストレージにローカルで接続されています。 

テイクオーバーは、一方のノードがもう一方のストレージを自動的に継承し、データ サービスを継続す

るプロセスです。ギブバックは、通常運用を再開するための逆のプロセスです。テイクオーバーは、計

画的に行う場合（ハードウェアのメンテナンスや、ノードのclustered Data ONTAPをアップグレードす

る場合など）と、ノードのハードウェアやソフトウェアの障害時に計画外で行う場合があります。テイ

クオーバー中は、NAS LIFも自動的にフェイルオーバーされます。SAN LIFはフェイルオーバーしませ

ん。ホストでは、LUNへの直接パスが自動的に使用されます。HA のテイクオーバーとギブバックは 

MetroCluster 固有 の機能ではないため、詳細については『 ONTAP ハイアベイラビリティ構成ガイド』

を参照してください。 

サイト スイッチオーバーは、一方のクラスタがオフラインになったときに発生します。もう一方のサイ

トは、オフラインクラスタのストレージリソース（ディスクおよびアグリゲート）の所有権を引き継ぎ

ます。オフラインクラスタの SVM がオンラインになり、サバイバーサイトで再起動されます。クライ

アントとホストのアクセス用に SVM の完全な ID は保持されます。 

 

MetroClusterの計画外処理と計画的処理 

表5に、考えられる計画外イベントと、それぞれの場合のMetroCluster構成の動作を示します。 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-cm-hacg/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-cm-hacg/home.html
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表 7）計画外処理とMetroClusterの応答およびリカバリ方法 
 

計画外処理 リカバリ方法 

1 本または 2 本のディスクの障害 自動RAIDリカバリ。フェイルオーバーやスイッチオーバーはな

く、両方のプレックスがすべてのアグリゲートで引き続き使用

可能です。スペアからディスクがリビルドされ、アグリゲート

に自動的に組み入れられます。 

RAID DPアグリゲートは、2本のディスクで障害が発生しても停止

することはありません。RAID 4アグリゲートもサポートされてい

ますが、2本のディスクで障害が発生した場合は停止します。RAID 

DPアグリゲートとRAID 4アグリゲートはいずれもMetroClusterで

サポートされています。 

シェルフ障害を含めた3本以上の

ディスクの障害 

稼働しているプレフィックスからデータが提供されます。データ サー

ビスの中断はありません。ディスク障害は、ローカルまたはリモート

のいずれかのプレックスに影響する可能性があります。 

 アクティブなプレックスが1つだけなので、アグリゲートはデグレー

ド モードになります。 

障害の原因がシェルフの電源喪失である場合は、電源が回復したと

きに、影響を受けたアグリゲートが自動的に再同期して変更内容が

反映されます。 

ディスクの交換が必要storage aggregate plex delete 

storage aggregate mirror な場合は、管理者は障害が発生

したプレックスを削除してから、影響を受けたアグリゲートを再ミ

ラーします（コマンド）。この操作を実行すると、自動再同期プロ

セスが開始されます。 

再同期後、アグリゲートは自動的に通常のミラー モードに戻ります。 

スイッチの障害 データは稼働しているパスで引き続き提供されます。すべてのプレ

ックスが引き続き使用可能です。ファブリックが 2 つあるため、一

方のファブリックが完全に停止しても処理が中断することはありま

せん。 

ファイバ ブリッジの障害 影響を受けるスタックへのすべてのトラフィックが稼働しているブリ

ッジによって継続され、すべてのプレックスが引き続き使用可能で

す。 

単一ノードの障害 4ノード構成各サイトでHAペアが構成されているため、もう一方の

ノードへのフェイルオーバーが透過的に自動で実行されます。たと

えば、ノードA1で障害が発生した場合、そのストレージおよびワー

クロードは自動的にノードA2に転送されます。すべてのプレフィッ

クスが引き続き使用可能です。2つ目のサイトのノード（B1および

B2）は影響を受けません。フェイルオーバーがローリング災害の一

部である場合は、サイト B への強制スイッチオーバーを実行します

たとえば、ノード A1 が A2 にフェイルオーバーし、そのあとに A2 

またはサイト A 全体の障害が発生した場合などです 

2ノード構成2ノード構成：2ノード構成には、ローカルのHAペア

はありません。そのため、一方のノードで障害が発生した場合

は、リモートのMetroClusterパートナー ノードにスイッチオーバ

ーする必要があります。メールボックス ディスクがアクセス可能

な場合は、スイッチオーバーは自動的に実行されます。 
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計画外処理 リカバリ方法 

サイト間のISL損失 1つまたは複数のISLで障害が発生した場合、I/Oは残りのリンクを使

用して継続します。両方のファブリックのすべてのISLで障害が発生

し、サイト間でのストレージとNVRAMのレプリケーション用のリン

クがなくなった場合、各コントローラは動作を継続してそれぞれの

ローカル データを処理します。2つの独立したファブリック接続が

必要（それぞれ独立したネットワーク プロバイダを使用可能）で、

ファブリックあたり最大4つのISLを設定可能であることを考える

と、すべてのISLで障害が発生する可能性は極めて低いと言えます。

ISLが1つでもリストアされると、プレックスは自動的に再同期しま

す。 

すべてのISLが停止しているときに発生した書き込みは、サイト間で

ミラーされません。この状態で強制的スイッチオーバーを実行する

と、サバイバ サイトで同期されなかったデータが失われる可能性が

あります。 

この場合 、スイッチオーバー後に手動でリカバリを実行する必要が

あります。詳細については、「強制スイッチオーバー後のボリュー

ムの保護」を参照してください。すべてのISLが長期間にわたって使

用できない可能性がある場合、管理者は、すべてのデータ サービス

をシャットダウンして、強制的スイッチオーバーが必要になったと

きのデータ損失リスクを回避することができます。 

この処理を実行するかどうかは、少なくとも1つのISLが使用可能に

なる前にスイッチオーバーが必要な災害が発生する可能性を検討し

て決定する必要があります。また、ISLで連鎖的に障害が発生してい

る場合は、管理者は、すべてのリンクが停止する前に、どちらかの

サイトへの計画的スイッチオーバーを実行することもできます。 

ピアリングされたクラスタ リンク

（CRS）の障害 

ISLはアクティブなままなので、データ サービス（読み取りおよび書

き込み）は、両方のサイトで両方のプレックスに対して継続しま

す。クラスタの設定の変更（新しい SVM の追加、ボリュームまたは

のプロビジョニングなど既存の SVM の LUN）はもう一方のサイト

に伝播できません。 

 これらはローカルのCRSメタデータ ボリュームに保持され、ピアリ

ングされたクラスタ リンクのリストア時に、もう一方のクラスタに

自動的に伝播されます。 

ピアリングされたクラスタリンクがリストアされる前に、強制スイ

ッチオーバーが必要になる場合があります。この場合は、スイッチ

オーバープロセスの一環として、サバイバーサイトにあるメタデー

タボリュームのリモートレプリケートコピーから、未処理のクラス

タ構成変更が自動的に再生されます。 

1つのサイトの全ノードの障

害、またはサイトの完全な

損壊 

管理者は強制的スイッチオーバーを実行して、障害が発生したノー

ドのサービスをサバイバ サイトで再開します。強制スイッチオーバ

ーは手動操作です。詳細については、「 MetroCluster Tiebreaker ソ

フトウェア」を参照してください。障害が発生したノードまたはサ

イトのリストア後、スイッチバック処理が実行されて安定状態の動

作がリストアされます。 

4ノード構成で構成がスイッチオーバーされた場合、稼働しているノ

ードのいずれかで続けて障害が発生しても、稼働しているノードに

フェイルオーバーすることでシームレスに対応できます。この場

合、4つのノードの作業が1つのノードで実行されることになりま

す。リカバリは、ローカル ノードにギブバックしてから、サイトの

スイッチバックを実行します。 
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表8に、標準的なメンテナンス（計画的）イベントと、MetroCluster構成での実行方法を示します。 
 

表 8）MetroClusterでの計画的処理 
 

計画的処理 無停止でのプロセス 

ONTAP ソフトウェアのアップグレ

ード中 

4 ノード構成の場合、ONTAP のアップグレードと同様に、無停止ア

ップグレード（HA ペア内の NDU：フェイルオーバーとギブバッ

ク）を使用して ONTAP 9.8 ではエラーの発生を抑えたよりシンプル

な処理を実行します。マイナーアップデートでは、2 つのサイトの各

クラスタを個別にアップグレードできます。このアップグレードに

は、NDU の自動化を使用できます。各クラスタを同時にアップグレ

ードする必要はなく、ONTAP のバージョンが 2 つのクラスタ間で若

干異なる場合でも、動作と耐障害性は継続します。ただし、安定し

た運用を実現するために、アップグレードプロセスはできるだけ早

く完了することを推奨します。計画的スイッチオーバーは、すべて

のノードが同じバージョンのclustered Data ONTAPにアップグレー

ドされるまで遅らせる必要があります。 

メジャーアップグレードと 2 ノードアップグレードにはオーケスト

レーションが必要です。つまり、両方のクラスタを同時にアップグ

レードする必要があります。各クラスタで実行されているclustered 

Data ONTAPのバージョンが違う場合、スイッチオーバーおよびス

イッチバックの処理は実行できません。 

アグリゲートの再配置（ARL）

を使用したコントローラ ハード

ウェアのアップグレード 

ARL を使用してコントローラモデルを無停止でアップグレードで

きます。たとえば、FAS8040 を FAS8200 にアップグレードする

場合などです。クラスタ内のすべてのノードを同じコントローラ 

モデルにアップグレードする必要があります。コントローラのアッ

プグレード中、ストレージのレプリケーションには影響はありませ

ん。ただし、サイト間のNVRAMレプリケーションは、アップグレ

ードが完了するまで無効にする必要があります。2つのクラスタを

次のように順次アップグレードする必要があります。 

1. すべてのノードでNVRAMレプリケーションを無効にします。 

2. 1つ目のクラスタでノードをアップグレードします。 

3. 2つ目のクラスタでノードをアップグレードします。 

4. すべてのノードでNVRAMレプリケーションを有効にします。 

アップグレードによって、コントローラ ノードのシリアル番号とシ

ステムIDが変わります。MetroClusterは新しいシステムIDを自動的に

取得し、新しいHAパートナーとDRパートナーを正しく識別します。

ディスク ミラーリングはARLプロセス中も継続しますが、NVRAMは

無効にする必要があります。 

そのため、アグリゲートは同期されたままになります。この間に強制

的スイッチオーバーが必要になった場合、最大で過去 10 秒間のトラ

ンザクションが失われる可能性があります。コントローラのアップグ

レード中は、計画的スイッチオーバーは実行できません。 

NVRAMミラーリングを無効 / 有効にするコマンドは次のとおりです。 

metrocluster interconnect modify -node 

<nodename> -partner-type DR -mirror-status 

OFFLINE|ONLINE 

ARLは、いくつもの手順で構成された時間のかかるプロセスです。こ

のプロセスの詳細な手順については、コントローラのアップグレード

ガイドを参照してください。詳細な手順を実行してください。 
 

https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2492712
https://library.netapp.com/ecm/ecm_download_file/ECMLP2492712
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計画的（ネゴシエート）スイッチオーバーの実行 

スイッチオーバーには、計画的スイッチオーバーと、災害後の強制的スイッチオーバーの2種類がありま

す。計画的（ネゴシエート）スイッチオーバーは、スイッチオーバーの必要性が事前にわかっていて、

すべてのノードが稼働しているときに実行できます。計画的スイッチオーバーでは、リソースの所有権

を通常の操作で転送し、スイッチオーバー元のサイトのすべてのサービスをシャットダウンしてから、

稼働しているサイトでサービスを再開します。スイッチオーバー元のノードもクリーン シャットダウン

されます。 

計画的スイッチオーバーの実行前に、MetroCluster構成が安定した状態で動作している必要がありま

す。これには次の項目が含まれます。 

• 実行中のフェイルオーバーやギブバックがなく、すべてのノードが稼働している。 

• clustered Data ONTAPソフトウェアの更新が実行中ではなく、すべてのノードが同じリリースで動作し

ている。 

• クラスタ ピアリング ネットワークが稼働している。 

• 少なくとも1つのISLが動作している。 

• 再開が必要な、長期にわたって実行するタスクが進行中ではない。 

• CPU利用率に余裕があり、適切な時間内にスイッチオーバーを完了できる。 

注： このリストは完全ではありません。計画的スイッチオーバーに必要なその他の条件について
も、事前チェックが自動的に実行されます。計画的スイッチオーバーは「クリーンな」処理で

あり、システムが安定した状態である必要があるため、事前チェックは必ず実行されます。 

事前チェックにパスしなかった条件があり、それでもスイッチオーバーを実行する必要がある場合

は、強制的スイッチオーバーを実行できます。強制的スイッチオーバーではこれらの要件による制約

はありません。ただし、パスしなかった条件がクリアされるまで待って計画的スイッチオーバーを実

施することを推奨します。 

計画的スイッチオーバーは、テスト目的や、たとえばサイトその他の計画的メンテナンスを実行する場

合などに便利です。計画的スイッチオーバーを実行するには、リソースを引き継ぐクラスタで

metrocluster switchoverコマンドを実行します。以下にクラスタAをクラスタBにスイッチオーバーする

場合の大まかな手順を記載します。クラスタBがサバイバ サイトです。 

1. セクションの指示に従って、NetApp AutoSupport™メッセージを送信し、計画的メンテナンスまたは

テストを実行することをネットアップ サポートに通知します。 

2. スイッチオーバーのための環境が整っていることを確認します。計画的スイッチオーバーを実行す

るためには、両方のクラスタが安定した状態である必要があります。どちらかのクラスタ設定に変

更を加えたら、スイッチオーバーコマンドを問題で実行するまで少なくとも数分待ってから変更を

レプリケートします。その後、スイッチオーバーが完了するまでは設定への変更は行わないでくだ

さい。 

3. を実行 metrocluster check run して、すべてのコンポーネントに問題がないことを

確認します。エラーが報告された場合は、修正してから次に進みます。 

4. クラスタBのクラスタシェルで、metrocluster switchover –simulateを（アドバンスト モードで）実

行し、クラスタがスイッチオーバー可能であることを確認します。このコマンドは、計画的スイッ

チオーバーの妨げとなる条件を対象としたすべての事前チェックを実行しますが、スイッチオーバ

ー自体は実行しません。計画的スイッチオーバーは、通常、強制的スイッチオーバーほど緊急では

ないため、計画的スイッチオーバーの事前確認を実行できます。次のメッセージが表示されます。 

上記以外のメッセージが表示される場合は、システムが安定した状態ではなく、計画的スイ

ッチオーバーに適していません。報告された条件を修正して再試行してください。 

[Job 1234] Job succeeded: Switchover simulation is successful. 
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5. コマンド metrocluster switchoverを使用して、クラスタ B でスイッチオーバーを実行しま

す。プロセス全体が完了するまで数分かかる場合がありますが、クライアントやホストで2分以上I/O

が停止することはほとんどありません。metrocluster operation show 進捗状況を監視するに

は、コマンドを使用します。クラスタAのコンソールを監視してノードがシャットダウンされたこと

を確認できます。スイッチオーバーの実行に必要なコマンドは1つだけです。このコマンドによって

以下のタスクが自動的に実行され、管理者によるそれ以上の操作は不要です。 

a. metrocluster switchover –simulate コマンドと同じルールを使用して、拒否可能

な条件が設定されているかどうかがチェックされます。 

b. I/Oの一貫性を保つためにクラスタAのNVRAMをディスクにフラッシュします。 

c. クラスタAのボリュームおよびアグリゲートがすべてオフラインになります。この時点で、クラ

イアントとホストのI/Oは一時停止します。SVMとLIFはオンのままで、SANホストがパスの問

い合わせに応答できるように、クラスタAのLUNへのパスは可能なかぎり使用可能な状態に保た

れます。 

d. クラスタBが、クラスタAが所有するディスク（両方のプール）の所有権を取得します。ルート

以外の（データ）アグリゲートが NetApp WAFL® ファイルシステムに組み込まれ、ボリューム

がオンラインになります。 

e. クラスタAのSVMとLIFがオフラインになります。 

f. クラスタAのSVMがクラスタBでオンラインになります。LIFがオンラインになり、プロト

コル サービスが再開されます。クライアント / ホスト / アプリケーションの一時停止して

いたI/Oが自動的に再開します。 

g. クラスタAのノードがシャットダウンし、LOADER>プロンプトで待機します。デフォルトでは

ストレージは使用可能なままです。シャットダウン サイトを全体的にフェンシングする必要が

ある場合は、ストレージ、ブリッジ、スイッチの電源をオフにして、1つのプレックスのみを使

用可能な状態で残すことができます。ただし、ストレージをフェンシングするのは、データセ

ンターへの電源が切断された場合やISLが停止している場合など、必要な場合のみにすることを

推奨します。ストレージを稼働させておくと、両方のプレックスが使用可能なままになるため

耐障害性が向上し、再同期がほとんどまたはまったく必要ないため、スイッチバックの時間も

短縮できます。 

コマンド出力は次のようになります。ジョブが完了したら、metrocluster operation showコマンドを

使用して、処理が成功したことを確認します。 

6. メッセージ Switchover is successful が表示されたら、『 MetroCluster 管理およびディザス

タリカバリガイド』の「 DR パートナーがオンラインになったことの確認」および「 SnapMirror ま

たは SnapVault SVM ピアリング関係の再確立」のセクションの説明に従って、サイト B が安定し

ていることを確認します。スイッチオーバー処理またはスイッチバック処理の完了後に、スイッチ

オーバー先のクラスタ（この例ではクラスタ A）にあるデスティネーションボリュームとの NetApp 

SnapMirror または SnapVault ® 関係をすべて手動で再作成する必要があります。SnapMirrorおよび

SnapVaultとMetroCluster構成上のソースとの関係はそのまま保持されるため、再作成する必要はあ

りません。 

 

tme-mcc-B::> metrocluster node show 

DR Configuration DR 

tme-mcc-B::> metrocluster switchover 

 

Warning: negotiated switchover is about to start. It will stop all the data Vservers on cluster 

"tme-mcc-A" and automatically re-start them on cluster "tme-mcc-B". It will  

         finally gracefully shutdown cluster "tme-mcc-A".  

Do you want to continue? {y|n}: y  

[Job 2839] Job succeeded: Switchover is successful.   

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-665F3B68-2ADF-4F81-A7B6-5C049C1CF24E.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-665F3B68-2ADF-4F81-A7B6-5C049C1CF24E.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/GUID-665F3B68-2ADF-4F81-A7B6-5C049C1CF24E.html
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7. この時点で、計画的スイッチオーバーの目的に応じて、テストおよび検証、またはその他の計画的

メンテナンスを実施できます。テストやその他のメンテナンスが完了 したら、「スイッチバックの

実行」の説明に従ってスイッチバックを開始できます。」 

以下は、「セットアップ後の設定と管理」セクションで説明したコマンドとチェックに相当しますが、

スイッチオーバー後に実行します。これらのコマンドは、オブジェクトビューの変更方法を示してお

り、すべてのリソースがスイッチオーバーされたことを確認します。クラスタAがシャットダウンされ

ているため、コマンドは稼働しているクラスタBでのみ実行します。 

 

アグリゲートの表示 

計画的スイッチオーバー後、すべてのアグリゲートがサイトBで認識されます。サイトAのアグリゲート

はスイッチオーバーされたアグリゲートとして表示されます。データ アグリゲートのみがオンラインで

す。ルート アグリゲートは、スイッチオーバーはされますが、オンラインにはなりません。この計画的

スイッチオーバーではストレージの電源がオフになっていないため、すべてのオンラインアグリゲートは

通常の RAID ステータスでミラーとして表示されます。そのため、両方のプレックスを使用できます。 
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tme-mcc-B::> vol show 

Vserver Volume Aggregate State Type Size Available Used% 

svm1_mccA-mc 

svm1_mccA_lun1_vol 

aggr1_tme_A1 online 

svm1_mccA-mc 

svm1_mccA_root 

aggr1_tme_A1 online 

svm1_mccA-mc 

RW 1.24GB 248.2MB 80% 

RW 1GB 972.5MB 5% 

vol1 aggr1_tme_A1 online RW 2GB 1.85GB 7% 

svm1_mccB svm1_mccB_root 

tme-mcc-B MDV_CRS_cd7628c7f1cc11e3840800a0985522b8_A 

aggr1_tme_A1 online RW 10GB 9.50GB 5% 

tme-mcc-B MDV_CRS_cd7628c7f1cc11e3840800a0985522b8_B 

aggr1_tme_A2 online RW 10GB 9.50GB 5% 

tme-mcc-B MDV_CRS_e8fef00df27311e387ad00a0985466e6_A 

aggr1_tme_B1 online RW 10GB 9.50GB 5% 

tme-mcc-B MDV_CRS_e8fef00df27311e387ad00a0985466e6_B 

aggr1_tme_B2 online RW 10GB 9.50GB 5% 

SVMの表示 

両方のSVMがクラスタBで実行されています。sync-destination クラスタ A svm1_mccA-mcの SVM が 

running 状態に変わりました。 

 
 

ボリュームの表示 

4ノード構成をみると、4つすべてのMDVがオンラインであることがわかります（「」の出力と比較）。ま

た、クラスタAのデータSVMがオンラインになったため、このSVMのボリュームもクラスタBでオンライン

になっています。ただし、前掲の出力と同様に、ローカルのルート ボリュームは省略されています。スイ

ッチオーバーの状態にかかわらず、各クラスタでは自身のルート ボリュームのみが認識されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 aggr1_tme_B1 online RW 1GB 972.5MB 5% 

svm1_mccB vol1 aggr1_tme_B2 online RW 2GB 1.85GB 7% 

svm1_mccB vol2 aggr1_tme_B2 online RW 1GB 972.5MB 5% 

 
 
 
 
 
 

 

LUNの表示 

クラスタAのSVMにはLUNがプロビジョニングされていたため、このLUNをクラスタBで認識し、アクセス

することができます。 

 
 

LIFの表示 

最後に、スイッチオーバーされたクラスタAのLIFが、クラスタBで動作状態がupとなって使用可能に

なります。これらのLIFアドレスへのクライアント / ホスト アクセスは、すべてクラスタB経由で行わ

れます。IPアドレスおよびポート割り当てに変更はなく、クラスタBでもまったく同じです。スイッチ

オーバー後も、MetroCluster システムでは、LIF の IP アドレス、LUN ターゲット ID、SCSI 予約、
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WWPN、WWN などのストレージアクセスリソースの ID が維持されます。したがって、クライアント

とホストはアクセスの詳細を変更する必要はありません。ポート割り当てに関するベストプラクティ

スは、同等のDRパートナー間で同じネットワーク ポートを確保しておくことです。そうすることで、

スイッチオーバー後にポートも同じIDでマップされます。 

 
 

スイッチオーバー モード中の処理 

スイッチオーバー モード中も、既存のSVMに変更を行うことができます。たとえば、新しいボリュー

ム、LUN、またはLIFを、スイッチオーバー元のクラスタのSVMに作成できます。ただし、スイッチオー

バー元のクラスタに新しいSVMを作成することはできません。たとえば、クラスタAがクラスタBにスイ

ッチオーバーした場合、管理者は、クラスタAが所有者となる新しいSVMは作成できませんが、クラス

タAのSVMにボリュームを追加することはできます。クラスタBがもともと所有するリソースの処理に制

限はありません。 

MetroCluster構成にSnapMirrorまたはSnapVaultの関係が定義されている場合は、セクションで重要

な考慮事項を確認してください。 

NetApp SnapManager® および SnapProtect ® ソフトウェア（バージョン 10 SP9 リリース）も 

MetroCluster の動作に関して検証されています。詳細については、それぞれのマニュアルを参照してく

ださい。 

スイッチオーバー元のクラスタが所有者となる新しいアグリゲートは作成できません。本書の例では、

クラスタAの新しいアグリゲートは作成できません。稼働しているクラスタには新しいアグリゲートを作

成できます。ただし、もう一方のクラスタのリモートストレージが使用できない場合、これらのアグリ

ゲートはミラーされません。storage aggregate mirror これらのアグリゲートは、修復後、スイ

ッチバックを実行する前にミラーする必要があります（コマンド）。 

スイッチオーバー モード中、どちらかのクラスタのアグリゲートを拡張することができます。使用可能

storage aggregate plex delete なプレックスが 1 つだけの場合（つまり、スイッチオーバー元

のクラスタがフェンシングされている場合）は、アグリゲートのミラーを解除します（コマンド）。そ

の後、サバイバークラスタの対応するプレックスからディスクを追加してアグリゲートを拡張します。

アグリゲートの修復後、スイッチバックの前に、storage aggregate mirrorコマンドを使用して拡張した

アグリゲートを再ミラーします。 

 

スイッチバックの実行 

スイッチバックは常に計画的に実施されます。つまり、管理者が開始する必要があります。3つのコマ

ンドを順に実行し、シャットダウン サイトを稼働させ、そのリソースを元に戻します。 

ここでは手順の概要を示します。詳細については、『MetroCluster管理およびディザスタ リカバリ ガイド』

の「構成の修復」および「スイッチバックの実行」を参照してください。

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
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1. スイッチオーバー テストでサイトAのストレージの電源をオフにした場合は、ここでシェルフ、お

よび必要に応じてブリッジやスイッチの電源をオンにします。ノードの電源はオンにしないでくだ

さい。 

2. クラスタは安定した状態である必要があります。稼働しているクラスタは、両方のノードが使用可

能で、テイクオーバー モードになっていない必要があります。クラスタ ピアリング ネットワーク

と、少なくとも1つのISLが稼働している必要があります。 

3. 次のコマンドを使用してデータ アグリゲートを修復します。 

4. スイッチオーバー中にシャットダウン サイトのストレージがオフラインになっていた場合は、再同

期が自動的に開始され、スイッチオーバー中に発生したI/Oが伝播されます。再同期が完了するまで

待ちます。データ アグリゲートが再同期されるまでスイッチバックの次のフェーズに進むことはで

きません。ステータスを監視するには、次のコマンドを使用します。 

 

- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

70% 

- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

 
- 

- 

aggr0_tme_A1 

plex0 

aggr0_tme_A1 

plex2 

aggr0_tme_A2 

plex0 

aggr0_tme_A2 

plex2 

aggr0_tme_B1 

plex0 

aggr0_tme_B1 

plex2 

aggr0_tme_B2 

plex0 

aggr0_tme_B2 

plex2 

aggr1_tme_A1 

plex0 

aggr1_tme_A1 

plex1 

aggr1_tme_A2 

plex0 

aggr1_tme_A2 

plex1 

aggr1_tme_B1 

plex0 

aggr1_tme_B1 

plex1 

aggr1_tme_B2 

plex0 

aggr1_tme_B2 

plex1 

tme-mcc-B::> aggr show-resync-status 

Complete 

Aggregate Resyncing Plex Percentage 

tme-mcc-B::> metrocluster heal -phase aggregates  

[Job 2853] Job succeeded: Heal Aggregates is successful. 
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5. 再同期が完了したら、アグリゲートのステータスをもう一度確認します。すべて mirrored, 

normalのアグリゲートの RAID ステータスがになっている必要があります。 

 
6. ルート アグリゲートを修復します。この手順により、ルート アグリゲートは復帰するクラスタにギブバ

ックされます。 

mirrored, 

normal 

tme-mcc-B Aggregates: 

Aggregate Size Available Used% State #Vols Nodes RAID Status 

aggr0_tme_B1 

1.38TB 741.9GB 48% online 1 tme-mcc-B1 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

1.38TB 741.9GB 48% online 1 tme-mcc-B2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

2.07TB 2.06TB 1% online 2 tme-mcc-B1 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_B2 

2.07TB 2.06TB 1% online 3 tme-mcc-B2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

tme-mcc-B::> storage aggregate show 

 
tme-mcc-A Switched Over Aggregates: 

Aggregate Size Available Used% State #Vols Nodes RAID Status 

aggr0_tme_A1 0B 0B 0% offline 0 tme-mcc-B2 

aggr0_tme_A2 0B 0B 0% offline 0 tme-mcc-B1 

raid_dp, 

mirrored, 

normal 

raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_A1 

2.07TB 2.06TB 1% online 4 tme-mcc-B2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_A2 

2.07TB 2.06TB 0% online 1 tme-mcc-B1 raid_dp, 

tme-mcc-B::> metrocluster heal -phase root-aggregates   

[Job 2854] Job succeeded: Heal Root Aggregates is successful. 
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tme-mcc-B::> aggr show 

tme-mcc-A Switched Over Aggregates: 

Aggregate Size Available Used% State #Vols Nodes RAID Status 

tme-mcc-B Aggregates: 

Aggregate Size Available Used% State #Vols Nodes RAID Status 

aggr0_tme_B1 

1.38TB 741.9GB 48% online 1 tme-mcc-B1 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr0_tme_B2 

1.38TB 741.9GB 48% online 1 tme-mcc-B2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_B1 

2.07TB 2.06TB 1% online 2 tme-mcc-B1 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

aggr1_tme_B2 

2.07TB 2.06TB 1% online 3 tme-mcc-B2 raid_dp, 

mirrored, 

normal 

7. クラスタAのルート アグリゲートはクラスタAに返されたため、スイッチオーバー先のクラスタBでは認

識されなくなります。ただし、クラスタAのデータ アグリゲートは引き続きクラスタBで認識されます。

この時点では、SVMおよびデータ サービスはすべてまだクラスタBで実行されています。 

 
 

 
 

aggr0_tme_A1 - 
 

- 
 

- 
 
unknown 

 
- 
 
tme-mcc-B2 

 
- 

aggr0_tme_A2 -  -  -  unknown  -  tme-mcc-B1  - 

aggr1_tme_A1              

 2.07TB  2.06TB  1%  online  4  tme-mcc-B2  raid_dp, 
             mirrored, 

             normal 

aggr1_tme_A2              

 2.07TB  2.06TB  0%  online  1  tme-mcc-B1  raid_dp, 

             mirrored, 
             normal 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8. 次の手順に進んでも大丈夫な構成になっていることを確認します。 

 

9. を使用して、クラスタ A のノードに障害が発生したディスクがないかどうかを確認します disk show 

–broken コマンドを実行します。障害が発生しているディスクがある場合は、シェルフから取り外し

てから作業を続行します。 

10. クラスタAのノードを電源投入またはブートして、クラスタとMetroCluster構成が安定した状態に戻

るのを待ちます。次の出力は、ブート後にクラスタAがまだ完全に同期されていないことを示してい

ます。ノードA2はまだ正常な状態ではなく、クラスタBへのピアリングは再確立されていません。

この時点でスイッチバックを試みても失敗します。 
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11. 各ノードが正しい状態であることを確認します。 

 

12. クラスタAが安定し、クラスタ ピアリングが完全に稼働するまで待機します。この手順には数分か

かることがあります。Availability クラスタピアリングのフィールドが Unavailable からに

変わり Pending Availableます。 

 

13. クラスタ ピアリングが正常であることを、クラスタBから確認します。 

 

14. 最終チェックとして、クラスタBでswitchback –simulateをアドバンスト モードで実行します。この

コマンドは、スイッチバックの妨げとなる条件を対象としたすべての事前チェックを実行します

が、スイッチバック自体は実行しません。スイッチバックが拒否されたというメッセージが表示さ

れた場合は、該当する条件をクリアしてから次の手順に進みます。たとえば、クラスタBの1つのノ

ードがテイクオーバーされている場合は、ギブバックしてから作業を進める必要があります。 

absent Available 1-80-000011 tme-mcc-A 

tme-mcc-B::*> cluster peer show 

Peer Cluster Name Cluster Serial Number Availability Authentication 
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15. 最後に、スイッチバックを実行します。スイッチバック コマンドによって以下の手順が自動的に実

行されるため、それ以上の処理は不要です。 

a. metrocluster switchback –simulate コマンドと同じルールを使用して、原因スイッチ

バックが拒否されていないかどうかが設定をチェックします。 

b. 必要なすべてのクラスタ設定の完全なコピー（リバース ベースライン）を、クラスタ ピアリン

グ ネットワーク経由で送信します。これにより、スイッチオーバー中に発生した設定変更が、

復帰するクラスタにレプリケートされます。 

c. I/Oの一貫性を保つためにNVRAMをディスクにフラッシュします。 

d. クラスタBが、クラスタAのボリュームおよびアグリゲートをすべてオフラインにします。この

時点で、クライアントとホストのI/Oは一時停止します。SVMとLIFはオンのままで、SANホス

トがパスの問い合わせに応答できるように、クラスタAのLUNへのパスは可能なかぎり使用可能

な状態に保たれます。 

e. データ アグリゲートのディスク所有権は、スイッチオーバー前の状態にリストアされます。ク

ラスタAが、所有権が戻ったアグリゲートをWAFLに組み入れ、そのボリュームをオンラインに

します。 

f. クラスタBがクラスタAのSVMとLIFをオフラインにします。 

g. クラスタAが、自身のSVM、次にLIFをオンラインにし、プロトコル サービスを再開します。ク

ライアント、ホスト、およびアプリケーションからの一時停止していたI/Oが、クラスタAで自

動的に再開されます。 

 

16. これでスイッチバックは完了です。 

『MetroCluster管理およびディザスタ リカバリ ガイド』には、テストまたはメンテナンス目的でスイ

ッチオーバーを実行する場合の詳細な手順が記載されています。 

 

tme-mcc-B::*> metrocluster switchback -simulate 

[Job 2855] Job succeeded: Switchback simulation is successful. 

 
tme-mcc-B::*> metrocluster operation show 

Operation: switchback-simulate 

State: successful 

Start Time: 2/27/2015 16:31:51 

End Time: 2/27/2015 16:32:20 

Errors: - 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
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強制的スイッチオーバーの実行 

強制的スイッチオーバーがネゴシエート スイッチオーバーと異なる点は、障害が発生したサイトのノー

ドおよびストレージが使用できないか、または最初に完全にフェンシング（分離）する必要がある点で

す。稼動しているクラスタが、サイトAのリソースには一切アクセスせずに、すべての手順を実行しま

す。ここでは、計画外（強制的）スイッチオーバーの手順の概要を示します。詳細な手順については、

『MetroCluster管理およびディザスタ リカバリ ガイド』を参照してください。 

1. 災害の影響を受けたサイトをフェンシングします（『MetroCluster管理およびディザスタ リカバリ ガ

イド』の「ディザスタ サイトのフェンシング」を参照）。 

計画的スイッチオーバーの場合とは異なり、サバイバーサイトで強制スイッチオーバー

metrocluster switchover –force-on-disaster true)を実行する必要があります（。以下

の手順が自動的に実行され、サバイバ サイトでサービスが再開されます。 

a. 稼働しているクラスタ ノードが、障害が発生したサイトのpool1ディスクの所有権を取得します。 

b. 稼動しているクラスタが、障害が発生したサイトのアグリゲートを同化し、同サイトのボリューム

をオンラインにします。 

c. コミットされていないI/Oが再生されます。 

d. 稼働しているクラスタが、障害が発生したクラスタのSVMとLIFをオンラインにし、プロトコル 

サービスを開始して、ストレージ サービスを再開します。障害が発生したサイトからのクライ

アント、ホスト、アプリケーションのI/Oが再開します。 

2. SVMピアリングを手動で再確立します（デスティネーションがMetroCluster構成内にある場合）。 

 

強制的スイッチオーバー後のボリュームの保護 

まれに、スイッチオーバー後にボリュームの不整合が発生する場合があります。ローリングエラーが発

生すると、原因でこの状況が発生する可能性がたとえば、まずすべてのサイト間リンクで障害が発生し

て2つのサイトが互いに分離され、続けてサイトAで完全なハードウェア障害が発生したとします。リン

クの障害とハードウェアの障害の間にサイトAで何らかの書き込みが発生した場合、サイトBに伝播され

ません。その後サイトBへのスイッチオーバーが実行されると、サイトBのデータはサイトAと不整合に

なります。 

MetroCluster構成は、ノード内でNVRAMの不整合の有無をチェックすることによって、この状況を検出

します。影響を受けているボリュームがあった場合、必要に応じてアプリケーションレベルのリカバリ

を実行できるようにそのボリュームをフェンシングします。NVRAMの不整合が検出されない正常な状況

では、ボリュームはフェンシングされず、スイッチオーバー後に自動的に使用可能になります。フェン

シングされていないボリュームでは、LUNが自動的にオンラインになり、NFSのファイル システムID

（FSID）は変更されないため、クライアントのマウントに変更はありません。ボリュームがフェンシン

グされている場合、LUNはオフラインのままで、FSIDが変わるため、NFSクライアントには古いファイ

ル ハンドルが返されます。管理者は、失われたデータに対して適切な処理を行ったあとで、クライアン

トおよびアプリケーションに対してデータを使用可能にするタイミングを判断できます。SMBクライア

ントは影響を受けません。 

スイッチオーバー後にデータの不整合が検出された場合は、SVM ルートボリュームおよび LUN を含む

ボリュームに、NVFAIL というフラグが自動的に設定されます。必要 –nvfail volume create 

volume modify な場合に新規または既存のボリュームに対して NVFAIL を設定できるようにするに

は、コマンドまたはコマンドにそれぞれフラグを指定します。スイッチオーバー後にNVFAILフラグが

設定されたボリュームはフェンシングされ、手動でフェンシングが解除されるまでクライアントからア

クセスすることはできません。ボリュームの遮断を解除 -in-nvfailed- state volume modify 

するには、アドバンストモードでコマンドのパラメータを使用します。ルート ボリュームがNVFAIL状

態の場合は、ルート リカバリ手順を使用する必要があります。 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
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データベース アプリケーションで使用するボリュームには、必ずNVFAILを設定することを推奨しま

す。このトピックの詳細については、『MetroCluster管理およびディザスタ リカバリ ガイド』を参照

してください。 

 

完全なサイト災害を含む強制的スイッチオーバーからのリカバリ 

リカバリ プロセスは、強制的スイッチオーバーをトリガーしたイベントの性質によって異なります。一

方のサイトで突然長時間の停電が発生した場合は、ハードウェアの交換は不要なため、電源が回復した

あとでスイッチバックを実行できます。ただし、ハードウェアが破損した場合（データセンター自体の

破損までを含む）は、交換後にスイッチバックを実行する必要があります。この場合は、サイトが長時

間にわたってスイッチオーバー モードとなる可能性があります。 

スイッチオーバー モードで動作中に稼働しているクラスタのHAペアでローカルのテイクオーバー イベ

ントが発生すると、稼働ノードが1つだけになる可能性があります。この時点で残っているノードは、最

後の単一点障害となります。そのため、サバイバ サイトに影響する災害が続けて発生すると、ストレー

ジの可用性に影響が及びます。元の災害サイトが復旧するまでは、災害に対する保護はありません。 

システムがスイッチオーバーモードになっている間は、できるだけ速やかに監視して、以降の障害から

リカバリするように十分に注意してください。稼働しているクラスタでclustered Data ONTAPのメジャ

ー アップグレードを行うことは、処理が非常に複雑になるため、避けてください。システムがスイッチ

オーバーモードの間にマイナーアップグレードを実行できます。ただし、事前にサポートの指示を受け

て具体的な推奨事項を確認し、最終的なスイッチバックを実行する際に考慮する必要がある問題がない

かどうかを確認することを推奨します。たとえば、スイッチバックを実行する前に、ディザスタサイト

で停止しているノードを同じ ONTAP リリースにアップグレードする必要があります。 

強制スイッチオーバーまたは災害後 のリカバリ手順については、『 MetroCluster 管理およびディザスタ

リカバリガイド』を参照してください。ハードウェアを交換する必要がある場合は、「両方のコントロ

ーラで障害が発生した場合の災害からの復旧」を参照してください。ハードウェアの交換が不要な場合

は、「コントローラを交換していない場合のサイト障害からのリカバリ」を参照してください。 

 

相互運用性 

NetApp ONTAP System Manager 、 Active IQ Unified Manager 、 AutoSupport 、 MetroCluster 

Tiebreaker ソフトウェア、Config Advisor など、NetApp MetroCluster 構成を監視するための管理ツ

ールは複数あります。ここでは、これらのツールをMetroClusterで使用する方法について説明しま

す。 

SnapVault 構成との互換性や操作性を強調するために、SnapMirror、ONTAP、QoS、Flash Pool などの

ネットアップ MetroCluster の標準機能をいくつか紹介します。ここでも説明します。 

一般に、初期セットアップとテストの完了後、MetroCluster構成は2つの独立したクラスタとして管理さ

れます。必要に応じて、どちらかのクラスタで SVM（関連するボリューム、LIF、LUN、アクセスポリ

シーなど）を作成して設定します。ONTAP System Manager、CLI、ONTAP REST API など、希望する

管理インターフェイスを使用できます。 

 

ONTAP System Manager 

ONTAP System Manager は、ONTAP 9 ソフトウェアに標準搭載された Web ベースのアプリケーショ

ンで、URL としてクラスタ管理 LIF を指定することでアクセスできます。MetroCluster構成のセット

アップが完了したら、System Managerを使用して、SVMおよび関連するオブジェクトを作成、設定で

きます。もちろん、CLI と ONTAP REST API も使用でき、サポートされています。 

すべての SVM が両方のクラスタで認識されます。ただし、クラスタが安定 syncsource した状態の

とき（両方のクラスタが動作可能）は、クラスタ上で管理または更新できるのは、サブタイプ state__ 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.dot-mcc-mgmt-dr/home.html
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の SVM だけです。図 10 は svm1_mccA sync_source、クラスタ A の SVM を示しています。SVM 

の状態は running、設定の状態は unlocked となっています。SVM_は svm1mccB-mc 

sync_destination SVM のコピーです svm1_mccB。図 12 は停止状態、構成状態はクラスタ B でロ

ック状態です 
 

図 10）クラスタ A sync_source sync_destination：SVM のロックが解除され、SVM がロックされている 
 

 

図 13 svm1_mccA-mc syncdestinationでは、クラスタ B の System Manager からの対応する SVM 

の表示が、SVM の状態が stopped で設定状態が locked（subType_）となっています。SVM 

svm1_mccB sync_sourceの状態は running で、設定状態は unlocked（サブタイプ）です。 
 

図 11）クラスタ B sync_source sync_destination：SVM がロック解除され、SVM がロックされている 

 
 

スイッチオーバーが実行されると、sync_destination SVMはロック解除され、稼働しているクラスタで

更新可能となります。たとえば新しいボリュームやLUNをプロビジョニングしたり、エクスポート ポ

リシーを作成または更新したりできます。は、クラスタBをクラスタAにスイッチオーバーしたあとの

ステータスを示しています。SVM svm1_mccB-mcは、クラスタAでrunning、unlockedの状態となって

います。 
 

図 12）スイッチオーバー後のSVM：すべてのSVMがロック解除 

 
 

IQ Unified Managerとヘルスモニタ 

IQ Unified Manager（MetroCluster）6.2は、MetroClusterのトポロジおよび構成（ノード、リンク、

ブリッジ、スイッチ、ストレージを含む）の検出、監視、アラートをサポートします。Unified 

Manager には次の機能があります。これらの機能は、MetroCluster 用の組み込みのシステムヘルス

モニタによって提供されます。 

• FibreBridge の SNMP またはインバンド監視 

• MetroClusterおよびクラスタ トポロジの詳細。SyncMirrorストレージ レプリケーションお

よびNVRAMレプリケーションのステータスを含む 

• 問題発生時のアラート 

OCUMを使用してすべてのMetroClusterインストレーションを監視することを推奨します。OCUM

は、エンタープライズ監視ツールと組み合わせて使用できます。 
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IQは、クラスタのトポロジ情報を使用して、MetroCluster構成全体を図示します。この表示は、Unified 

Manager が MetroCluster システムを構成するクラスタを検出すると自動的に作成されます。Unified 

Manager は、検出された障害についてヘルスモニタを定期的にポーリングし、Unified Manager のアラ

ートに変換します。Unified Manager から生成されるアラートには、考えられる原因に関する情報と推

奨される解決策が含まれます。アラートは、適切に処理するためにシステム管理者に割り当てることが

できます。Active IQ Unified Manager 7.2 ONTAP 9 では、ポーリングプロセスを使用してアラートが検

出されます。その結果、タイミングによっては、アラートが表示されるまで数分かかる可能性がありま

す。 

Unified Manager では、MetroCluster ヘルスモニタによって収集された情報を使用して、設定に関する

情報を収集し、コンポーネントに関連するイベントを収集します。ヘルスモニタは、SNMPを使用して

スイッチおよびブリッジを監視します。最新バージョンの MetroCluster インバンド監視は、SNMP が

不要な構成のブリッジ（7500N 以降のモデル）で使用できます。 

Active IQ Unified Manager は、構成要素の論理的なグラフィック表現を作成します。また、デバイスを

エンドツーエンドで監視し、同期ミラーリング（アグリゲート用の SyncMirror、および NVRAM ミラー

リング）の状態を監視します。デバイスまたはリンクに問題があるとイベントが生成され、生成された

イベントはOCUMインターフェイスを使用して管理および割り当てできます。 

接続を監視することにより、OCUMはMetroCluster構成内のハードウェアの健常性を監視および確認

し、デバイス間の物理的接続に関連する問題にはアラートを生成します。アラートには、問題の考

えられる原因および影響と、推奨される解決方法が提示されます。 
 

図 13）Active IQ Unified Manager デバイスとリンクの監視 
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レプリケーションの監視では、MetroCluster内の同期関係（アグリゲートのSyncMirrorおよびNVRAM

レプリケーション）の健常性が表示されます。 

 
 

図 14）Active IQ Unified Manager によるレプリケーションの監視 

 

AutoSupport 

MetroCluster 構成に固有の NetApp AutoSupport メッセージも自動的に送信されます。すべての

MetroCluster構成でAutoSupportを使用することを強く推奨します。MetroCluster構成では、SyncMirror

プレックスの障害、スイッチオーバーやスイッチバックの障害を含む一定のイベントに対応して、ケー

スが自動的に作成されます。これにより、ネットアップ サポートが迅速かつプロアクティブに対応でき

るようになります。 

テスト目的または計画的処理（スイッチオーバーおよびスイッチバックの機能の確認など）のみを目的

としてMetroClusterの処理を実行する場合は、ユーザ トリガー型AutoSupportメッセージを送信して、

テストが実行中であることをネットアップ サポートに通知する必要があります。この通知は、自動ケー

スがエスカレーションされることを防止するもので、実際には災害が発生していないことをネットアッ

プサポートに通知します。ネットアップの技術情報アーティクル1015155（ネットアップ サポートへの

ログインが必要）に、この目的でのAutoSupportの使用に関する詳細が記載されています。 

My IQには、ダッシュボードに加えて、システム ステータス、物理接続、ストレージ使用率、ヘルス 

サマリ、その他を含むMetroCluster構成が視覚的に表示されます。 

 

MetroCluster Tiebreakerソフトウェア 

MetroCluster構成自体には、サイト障害を検出してスイッチオーバーを開始する機能は備わっていませ

ん。各サイトのモニタリングを、サイト障害のために他のサイトに依存させることはできません。一方

のクラスタからもう一方のクラスタへの応答がない場合、純粋なサイト障害が原因であるか、すべての

サイト間リンクで障害が発生している可能性があります。すべてのリンクで障害が発生した場合、

MetroCluster構成は引き続き動作し、ローカルI/Oは処理されますが、リモート同期は行われません。少

なくとも1つのサイト間リンクがリストアされると、レプリケーションが自動的に再開し、その間に行

われた変更が取り戻されます。このシナリオでは自動スイッチオーバーは望ましくありません。それぞ

れのクラスタが、もう一方のクラスタで障害が発生したと認識してスイッチオーバーを実行しようと

し、その結果「スプリット ブレイン」と呼ばれる状況が発生するためです。 

 

https://kb.netapp.com/support/index?page=content&id=1015155
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スイッチオーバーの必要性は、人間、またはアプリケーション主導で判断できます。ネットアップ

は、MetroCluster Tiebreakerソフトウェアという機能をサポートおよび提供しています。Tiebreaker

は第3のサイトにインストールし、2つのクラスタそれぞれに別々に接続します。Tiebreakerソフトウ

ェアの目的は、個々のサイト障害とサイト間リンクの障害の両方を監視および検出することです。

MetroCluster Tiebreaker ソフトウェアは、サイト災害が発生した場合に SNMP トラップを生成でき
ます。オブザーバー モードで動作し、スイッチオーバーが必要な災害を検出してアラートを送信しま

す。その後、管理者がスイッチオーバーを手動で実行できます。災害が発生した場合にスイッチオー
バー用のコマンドを自動的に問題設定するには、Tiebreaker ソフトウェアを設定します。 

サイトの可用性を論理的に集約したビューを作成するために、Tiebreaker ソフトウェアはノード、HA 

ペア、およびクラスタレベルで関連オブジェクトを監視します。クラスタハードウェアとリンクに対す
るさまざまな直接チェックと間接チェックを使用して、リンクとクラスタの状態を更新します。この更

新により、Tiebreaker が HA テイクオーバーイベント、サイト障害、またはすべてのサイト間リンクの
障害を検出したかどうかが示されます。 

直接リンクは、Secure Shell（SSH）を経由してノードの管理 LIF に接続されます。クラスタへのすべ

ての直接リンクの障害は、サイト障害を示しています。これは、クラスタがデータを提供する停止を緩
和することによって特徴付けられます（すべての SVM が停止しています）。間接リンクは、いずれか

のサイト間（FC-VI）リンクまたはインタークラスタLIFで、クラスタがピアに到達できるリンクです。
クラスタ間の間接リンクが失敗し、ノードへの直接リンクが成功する場合は、サイト間リンクが停止し

ているためにクラスタが互いに分離されていることを示しています。このシナリオでは、MetroCluster 

は引き続き動作します。詳細について は、表 7 を参照してください。 
 

図 15）MetroCluster Tiebreakerソフトウェアの動作 
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MetroCluster Tiebreakerソフトウェアは、ネットアップ サポート サイトで配布されているスタンドアロン 

アプリケーションです。LinuxホストまたはVM上で動作します。MetroCluster Tiebreaker ソフトウェア をダ

ウンロードするには、ネットアップサポートサイトのソフトウェアダウンロードセクションにアクセスし

て、MetroCluster Tiebreaker を選択します。『インストレーションおよび構成ガイド』および『システムの

前提条件』も、このリンクから入手できます。Tiebreakerソフトウェアには、clustered Data ONTAPの追加

ライセンスは必要ありません。 

 

Config Advisor 

Config Advisorは、構成の検証や健常性のチェックに使用できるネットアップ システム向けのツールで

す。Config Advisor 5.2 以降のバージョンでは、MetroCluster 構成がサポートされます。MetroCluster 固

有のルールプールがあります。Config Advisor、MetroCluster プラグイン 、およびドキュメントをダウン

ロードするには、ネットアップサポートサイトの Config Advisor ページにアクセスしてください。図 16 

に、MetroCluster システムに対して Config Advisor を実行した場合の出力例を示します。 
 

図 16）Config Advisorのサンプル出力 

 
 

QoS 

QoSをMetroCluster構成で使用すると、Data ONTAPクラスタでの典型的なユースケースを拡張できま

す。QoSポリシーは、必要に応じて動的に適用および変更できます。MetroCluster 環境で QoS を使用

する場合は、次の例を参照してください。 

• 両方のクラスタがアクティブな通常運用時は、ISL経由のトラフィックが増える期間が観察され

た場合にQoSポリシーを適用できます。アプリケーションのI/Oを制限すると、必然的にディス

クおよびNVRAMのレプリケーションのISLトラフィックが減り、ISLの一時的な過負荷を防止で

きます。 

• 構成がスイッチオーバー モードで動作しているときは、半分のノードだけがアクティブなため、使

用可能なシステム リソースは少なくなります。システムのサイジングに適用されるヘッドルームに

よっては、使用可能なリソースが減少すると、クライアントやアプリケーションのワークロードに

影響が出る可能性があります。重要でないワークロードに上限（IOPS またはスループット）を適用

する QoS ポリシーを設定することで、重要なワークロードに対するリソースの可用性を高めること

ができます。このポリシーは、スイッチバック後に通常運用が再開された時点で無効にすることが

できます。 

 

http://mysupport.netapp.com/NOW/cgi-bin/software/
http://mysupport.netapp.com/NOW/download/tools/config_advisor/
http://mysupport.netapp.com/NOW/download/tools/config_advisor/
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QoS の使用方法の詳細については、ホワイトペーパー『 ONTAP パフォーマンス管理パワーガイド』を

参照してください。ONTAP 製品ドキュメントの『 Data System Administration Guide for Cluster 

Administrators 』の「 Managing Workload Performance by Using Storage QoS 」も参照してください。 

 

SnapMirror 非同期データレプリケーション 

SnapMirrorおよびSnapVaultの関係は、MetroClusterで保護されているボリュームをソースまたはデス

ティネーションとして作成できます。データ保護関係は、MetroCluster環境内（同じクラスタまたは

もう一方のクラスタ）で、またはMetroClusterを使用しない他のclustered Data ONTAPクラスタとの

間で作成できます。MetroClusterで保護されているボリュームを使用してこれらの関係を作成する場

合は、次の点を考慮してください。 

• MetroCluster 構成とは別のクラスタを関係のソースまたはデスティネーションとして使用する

場合は、そのクラスタに両方のクラスタをピアリングする必要があります。この手順は、スイ

ッチオーバーまたはスイッチバック後もレプリケーションを続行できるようにするために必要

です。 

• SnapMirror 処理は、該当するボリュームが含まれている SVM を実行しているクラスタからのみ実行

できます。ボリュームは一度に 1 つのクラスタでしかオンラインにならないため、他のクラスタで 

SyncMirror とミラーリングされたボリュームのコピーはどのような目的でも使用できません。この

制限には、NetApp FlexClone® テクノロジ、SnapMirror、またはボリュームをオンラインにする必要

のあるその他の処理。もう一方のクラスタがボリュームにアクセスするのは、スイッチオーバーが

実行された場合のみです。 

• MetroClusterボリュームがSnapMirrorまたはSnapVaultソースの場合、スイッチオーバーまたはス

イッチバックの際にピアリング関係が自動的に更新され、レプリケーションは次にスケジュール

された時刻に自動的に再開します。手動で開始したレプリケーション処理は、明示的に再開する

必要があります。 

• MetroClusterボリュームがSnapMirrorまたはSnapVaultデスティネーションの場合、スイッチオーバ

ーおよびスイッチバック後にピアリング関係の確認と再作成が必要です。コマンド snapmirror 

create を使用して、スイッチオーバーまたはスイッチバックのたびに各レプリケーション関係を

再作成する必要があります。SnapMirror のベースライン再構築は不要です。OnCommand WFA ワー

クフロー「 Re-Create SnapMirror and SnapVault Protection after MetroCluster Switchover and 

Switchback 」を使用すると、関係の再作成を自動化できます。 

 

SVM DR 

ONTAP 9.5 では、MetroCluster DR のサポートが追加され、SVM を第 3 のクラスタに非同期でミラー

リングすることで保護のレベルが向上しています。MetroCluster をソースとすることができるのは 

SVM DR 関係のみです。 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-arch-con/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-arch-con/home.html
http://automationstore.netapp.com/pack-list.shtml
http://automationstore.netapp.com/pack-list.shtml
http://automationstore.netapp.com/pack-list.shtml
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図 17）MetroCluster を使用した SVM DR 

 
 

SVM DR の詳細については、ONTAP 9 のドキュメントにあるデータ保護およびディザスタリカバリガ

イドの「 SnapMirror SVM レプリケーションの管理」を参照してください。 

 

SnapLock 

ONTAP 9 の MetroCluster は、NetApp SnapLock® ソフトウェアをサポートします。 

 

ボリューム移動 

ボリューム移動（NetApp DataMotion™ for Volumes）を使用したデータ移行は、clustered Data ONTAP

の中核となるノンストップ オペレーションの1つです。システムを停止せずにボリュームを移動できる

ため、容量とパフォーマンスのバランスを調整したり、テクノロジを更新したりすることができます。

ボリュームは、クラスタ内のアグリゲート間で無停止で移動でき、所属するSVMに変更はありません。

ボリューム移動を使用して別のSVMまたは別のクラスタへボリュームを転送することはできません。 

ボリューム移動は、ボリュームの所有者であるクラスタ上で開始します。MetroCluster環境では、ソ

ースおよびデスティネーションのアグリゲート内のローカルおよびリモートのプレックスは、

SyncMirrorを使用して自動的に同期されます。ボリューム移動が完了すると、新しいアグリゲートの

場所が、クラスタ ピアリング ネットワークを介してもう一方のクラスタに伝播されます。 

ボリューム移動ジョブを実行中にスイッチオーバーコマンドが実行され、そのジョブの重要なカットオ

ーバーフェーズに達していない場合は、ジョブが自動的に終了します。その後、関連付けられた一時

（TMP）ボリュームを手動で削除し、ボリューム移動ジョブを最初から再開する必要があります。ただ

し、コミット フェーズに達している場合は、アグリゲートがスイッチオーバーされたあとに、ジョブ コ

ミット フェーズが再開します。この場合は Event Management System（EMS ；イベント管理システ

ム）がログに記録され、元のソースボリュームを手動で削除する必要があります。 

ボリューム移動の実行中は、スイッチバックは実行できません。ボリューム移動ジョブが完了する

まで、スイッチバック コマンドは拒否されます。 

MDVはアドバンスト モードで移動できますが、この処理はネットアップ サポートから指示された場合

にのみ実行することを推奨します。次の警告メッセージが表示され、処理を確定すると、ボリューム移

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-dap/GUID-C6D7E4F1-76F0-44E7-909E-04BA68AE77A8.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-dap/GUID-C6D7E4F1-76F0-44E7-909E-04BA68AE77A8.html
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動処理が続行されます。 

 

MDVのボリューム移動を行う主な理由は、ストレージ シェルフの交換などのために、MDVを含むアグリ

ゲートを削除する必要がある場合です。この場合、アグリゲートを完全に退避させる必要があるため、

MDVが含まれていない別のアグリゲートにMDVを移動する必要があります。耐障害性を確保するため、

各クラスタの2つのMDVは、別々のアグリゲート、できれば別々のノードに配置する必要があります。 

 

volume rehost 

MetroCluster では、ボリュームのリホストはサポートされません。 

 

FlexGroup 

NetApp FlexGroupボリュームは、ONTAP 9.6以降のMetroClusterでサポートされます。FlexGroup

ボリュームはスケールアウトNASコンテナであり、自動負荷分散と拡張性に加えて、高いパフォー

マンスを提供します。詳細は、ONTAPマニュアルのFlexGroupボリュームを使用したスケーラビ

リティとパフォーマンスのパワー ガイドをご参照ください。 

 

FlexCache 

ONTAP 9.7 以降では、NetApp FlexCache ソフトウェアで MetroCluster FC がサポートされます。 

• FlexCache ボリュームによる高速データアクセスパワーガイド 

• TR-4743：『 FlexCache in NetApp ONTAP 』 

 

Flash Pool 

NetApp Flash Pool キャッシュは、MetroCluster 構成でサポートされます。Flash Poolアグリゲートに

は、各サイトに同一のプレックスが1つ含まれている必要があります。MetroCluster DRグループのFlash 

Poolで使用可能な最大キャッシュ サイズは、同じモデルのHAペアでサポートされているサイズの半分で

す。たとえば、MetroClusterでないFAS8080の最大キャッシュ サイズは144TiBですが、MetroClusterで

は72TiBとなります。 

Flash Poolの動作はMetroClusterに対して透過的です。他のアグリゲートの場合と同様に、2つのプレ

ックス間でキャッシュの同期が保たれます。スイッチオーバーが実行された場合もFlash Poolキャッ

シュは同期された状態のため、すぐに使用できます。 

アグリゲートの NetApp Snapshot コピーの再同期は、アグリゲート Snapshot コピーを自動で作成す

る間隔です。SyncMirror または MetroCluster を使用する Flash Pool アグリゲートの場合は、5 分に設

定（デフォルトの 60 分から変更）する必要があります。5分にすることで、データが必要以上の間フ

ラッシュ ストレージに保持されることがなくなります。次のコマンドを使用します。 

SSD 用のアドバンストディスクパーティショニングは、MetroCluster FC 構成ではサポートされていませ

ん。 

 

NetApp AFFオールA-Seriesアレイ 

NetApp AFFシステムは、業界最高クラスのパフォーマンス、卓越した柔軟性、最高水準のデータ管理

とクラウドの統合により、エンタープライズ ストレージの要件を満たすことができます。業界初のエ

storage aggregate modify -aggregate <aggrname> -resyncsnaptime 5 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-fg-mgmt/GUID-A304BBC1-C00C-4E7A-989E-7C5A0E505146.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-fg-mgmt/GUID-A304BBC1-C00C-4E7A-989E-7C5A0E505146.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-fg-mgmt/GUID-A304BBC1-C00C-4E7A-989E-7C5A0E505146.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-fc-mgmt/home.html
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.doc.pow-fc-mgmt/home.html
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/8583-tr4592pdf.pdf
https://www.netapp.com/pdf.html?item=/media/8583-tr4592pdf.pdf
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ンドツーエンドNVMeテクノロジとNetApp ONTAP®データ管理ソフトウェアを組み合わせたAFFシス

テムは、ビジネス クリティカルなデータを高速に処理、管理、保護します。AFFシステムを使用すれ

ば、デジタル変革を実現するために、簡単にリスクなくフラッシュへと移行できます。 

フラッシュに特化して設計されたAFF Aシリーズ オールフラッシュ システムは、フォーム ファクタの密

度が高く、業界をリードする優れたパフォーマンスと容量密度、拡張性、セキュリティ、そしてネット

ワーク接続性を提供します。AFF A シリーズシステムは、業界初のオールフラッシュアレイとして、100 

ギガビットイーサネット（100GbE）接続と 32Gb FC 接続の両方を同時に提供するように設計されてお

り、ハイパフォーマンスのワークロードに対応します。大容量15TB SSDとマルチストリーム書き込み

（MSW）SSDのサポートにおいて業界を主導してきたAFFは、さらに30TB SSDにも初めて対応し、オ

ールフラッシュ システムとして業界トップの地位を固めています。また、2Uドライブ シェルフの高密

度な2PB SSDストレージにより、ストレージの設置面積をさらに削減でき、データセンターの効率を最

高の状態に近づけることができます。 

MetroCluster は、AFF の機能を拡張して、継続的可用性を備えたストレージを必要とする重要なビジネ

スアプリケーションにハイパフォーマンスと低レイテンシを提供します。AFFはMetroClusterに対して

透過的であり、2ノードおよび4ノードのすべてのMetroCluster構成でサポートされています。 

 

詳細情報の入手方法 

このドキュメントに記載されている情報の詳細については、以下のドキュメントやWebサイトを確認し

てください。 

• TR-4689：NetApp MetroCluster IP 

http://www.netapp.com/us/media/tr-4689.pdf 

• TR-3978：64-Bit Aggregates: Overview and Best Practices 

http://www.netapp.com/us/media/tr-3978.pdf 

• MetroCluster FC Technical FAQ（NetApp Field Portal、ログインが必要） 

https://fieldportal.netapp.com/content/617080 

• MetroCluster IP and FC ISL Sizing Spreadsheet（NetApp Field Portal、ログインが必要） 

https://fieldportal.netapp.com/content/699509 

• NetApp Interoperability Matrix Tool 
http://mysupport.netapp.com/matrix/ 

• NetApp MetroClusterの製品ドキュメント 

http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.nav.mc/home.html 

• NetApp MetroClusterのリソース ページ 

http://mysupport.netapp.com/metrocluster/resources 

• NetApp ONTAPのリソース ページ 

http://mysupport.netapp.com/ontap/resources 

• ネットアップの製品ドキュメント 

https://docs.netapp.com 

 

お問い合わせ 

このテクニカルレポート の品質向上については、doccomments@netapp.com までお問い合わせく

ださい。 

ご連絡の際は、件名に「TECHNICAL REPORT 4375」と添えてください。 

 

http://www.netapp.com/us/media/tr-4689.pdf
http://www.netapp.com/us/media/tr-3978.pdf
https://fieldportal.netapp.com/content/617080
https://fieldportal.netapp.com/content/699509
http://mysupport.netapp.com/matrix/
http://docs.netapp.com/ontap-9/topic/com.netapp.nav.mc/home.html
http://mysupport.netapp.com/metrocluster/resources
http://mysupport.netapp.com/ontap/resources
https://docs.netapp.com/
mailto:doccomments@netapp.com
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